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【１日目 １月 18日（木）】 

  会 場 ： ＡＮＡクラウンプラザホテル京都 
 

１ 開会行事   12：45～13：15 ２階 平安 

  （１）開会のことば    京都府中学校体育連盟副会長 

   （２）国歌、(公財)日本中学校体育連盟歌 斉唱 
  （３）主催者あいさつ   (公財)日本中学校体育連盟会長 
                             京 都 府 教 育 委 員 会 教 育 長 
   （４）祝辞        スポーツ庁地域スポーツ課長               
   （５）歓迎のことば    京 都 市 教 育 長 
   （６）来賓紹介            京都府中学校体育連盟副会長 
   （７）基調報告      京都 府 中学 校 体育 連盟 会 長 
   ※ 日程説明      京都府中学校体育連盟理事長 

井上 達夫 

 
齊藤 正富
前川 明範 
橋田  裕 
稲田 新吾 
川口 研一 
野川 晋司 
岸本 卓也 

 

２ 講  演   13：25～14：45 ２階 平安 

     講師紹介                 京都府中学校体育連盟副理事長       北村 眞也 

    演 題 『中体連と全中の歴史〜これからの中学校運動部活動を考えるために〜』 
      講 師 早稲田大学教授 スポーツ科学学術院  中澤 篤史 氏 
     謝 辞 京都府中学校体育連盟副会長                        川口 研一 
 

３ シンポジウム 15：00～16：50 ２階 平安 

  『中学生にとって、運動部活動の存在とは ～“変化”に期待すること～』 
      ・コーディネーター  
    森脇  健児 氏（松竹芸能株式会社 タレント） 
      ・シンポジスト    
    大村 加奈子 氏（京都府立北嵯峨高等学校 教諭 バレーボール部 顧問） 
    高岡  寿成 氏（花王株式会社 陸上競技部 監督） 
        平野  佳寿 氏（オリックス・バファローズ 選手） 

        宇津木 美都 氏（大阪体育大学 水上競技部 選手） 
 
  次期開催地あいさつ    石川県中学校体育連盟会長       可長 俊太 
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【２日目 １月 19日（金）】 

 会 場 ： ＡＮＡクラウンプラザホテル京都 
 

４ 分科会   ９：00～11：20 
 

  第１分科会（２階 平安①） 

  『中体連の組織及び競技会の在り方とその運営』 

     パネリスト  石川県中学校体育連盟 参   与 吉本  祐 
                茨城県中学校体育連盟 副 会 長 石川  洋 
     紙 上 発 表  兵庫県中学校体育連盟  副 会 長 大槻 隆浩 
      助 言 者   (公財)日本中学校体育連盟 副  会  長  田中  節 
            兵庫県中学校体育連盟 会   長  角南  寬 
      司 会 者    兵庫県中学校体育連盟 理 事 長 髙尾 賢司 

      運営責任者  京 都 大 会 実 行 委 員 会  副  会  長  川口 研一 
 

  第２分科会（２階 平安②） 

  『豊かな心と健やかな体を育む運動部活動』 

      パネリスト  愛知県中学校体育連盟 研究部協力員 三山 直彦 
                     秋田県中学校体育連盟 研 究 委 員 成田裕一郎 
                        研 究 委 員 鎌田 祐輔 
      紙 上 発 表  滋賀県中学校体育連盟 研究部委員 中村 翔馬 
      助 言 者   (公財)日本中学校体育連盟 副  会  長  小野坂寧晃 
            滋賀県中学校体育連盟 会   長  髙田  毅 
     司 会 者    滋賀県中学校体育連盟 理 事 長 森   寛 

       運営責任者    京 都 大 会 実 行 委 員 会 副  会  長 片岡 真澄 

   
第３分科会（２階 平安③） 

   『連携でつくる運動部活動』 

       パネリスト  北海道中学校体育連盟 調査研究専門委員 三根貫太朗 
                     岡山県中学校体育連盟  調査研究部理事長 山地 美秀   
       紙 上 発 表         和歌山県中学校体育連盟 理 事 会 梅本 将志 
       助 言 者   (公財)日本中学校体育連盟 副  会  長  五十嵐守男 
           和歌山県中学校体育連盟 会   長  𠮷川  豊 
       司 会 者   和歌山県中学校体育連盟  副 会 長 溝渕 俊二 
       運営責任者   京 都 大 会 実 行 委 員 会 副  会  長 松林周一郎 
 

  第４分科会（２階 朱雀） 

   『当面する運動部活動の諸問題』 

       パネリスト  徳島県中学校体育連盟 事務局次長 近藤俊一郎 
                     宮崎県中学校体育連盟 副 理 事 長  佐藤 雄太 
       紙 上 発 表        大 阪 中 学 校 体 育 連 盟 副 理 事 長 南野 貴志 
       助 言 者  (公財)日本中学校体育連盟 副  会  長  金子 哲朗 
            大 阪 中 学 校 体 育 連 盟  理 事 長  西田 知浩 
     司 会 者  大 阪 中 学 校 体 育 連 盟 顧 問 林 憲治郎 
        運営責任者    京 都 大 会 実 行 委 員 会 副  会  長 井上 達夫 
 
 

５ 閉会行事  11：20～11：30 各分科会場 
     
  （１）開催府あいさつ  京都府中学校体育連盟代表 

  （２）閉会のことば 
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１１：００ ◆事務局集合【場所：２F　鞍馬】　

・日程、仕事分担の確認

・紀要・資料袋詰め作業準備

・各専門部の荷物搬入準備

１３：００ ○研究部会会場【２Ｆ 比叡】に到着

○研究部会の会場設営【２Ｆ 比叡】

１３：２０ ◆日本中体連出迎え：岸本、浅野 五十嵐副会長

○研究部会スタンバイ【２F　比叡】 大河原専務、新宮領事務局長

・受付・案内（総務：岸本・浅野）＊旅費は日本中体連が準備 松井事務員、松岡事務員

・記録準備確認（編集：松本・風間）ICレコーダー、ビデオ

１３：３０ 〇専門部員集合【２F　鞍馬】

・紀要・資料袋詰め作業準備

・各専門部の荷物搬入準備

・各係マニュアル細案最終確認

１４：００

【出席者】 ※研究部会参加者へ先に紙袋を渡す

〔日本中体連〕　担当副会長（五十嵐副会長）

　　　　　 　 大河原専務理事・新宮領事務局長　３名、事務局員　２名

〔日本中体連〕  各ブロック研究部員　８名

〔府中体連〕　野川会長・岸本理事長・浅野事務局長・記録2名(松本・風間)　

〔視察員〕　石川県中体連→　研究部員

　　　　　　　愛知県中体連→　研究部員

　　　　　　　　計　１８名

※運営は日本中体連で行う。

◆各専門部員→最終確認、荷物搬入準備

◆資料の袋詰め作業（２F　鞍馬）

　 ※業務終了後、明日の確認をし、各専門部長の指示により解散

１６：００ ○研究部会終了（日本中体連チェックイン） ・研究部会後片付け

１７：００ ◆懇親会場所へ移動（会場：口馳八丁　風屋杉原） ※井嵜が先に行っておく

参加者：

日本中体連７名・京都府中体連７名　計14名

１７：３０ ○日本中体連　懇親会会場へ案内（ＡＮＡクラウンプラザホテル京都前～：府事務局）

１８：００

２０：００ 解散：日本中体連のホテルへの送迎

日本中体連との懇親会　合計　14名

全体マニュアル
京都大会全体進行

【１月17日（水）】

日本中体連 研究部会 【２F　比叡 】

※分科会打合会参加者の紙袋は別にま
とめておく
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８：００ ◆事務局集合・打合会【２Ｆ 醍醐 】

※荷物(袋詰めなど)を確認(北村・松本・中村)

８：３０ ◆専門部員集合、全体打合会【２Ｆ 平安】

・出席確認・日程説明・昼食、控室について　※実行委員・専門部控室【２F  鞍馬】

○全体会場準備～１１：００（会場部、運営部、編集部）

○分科会打合会場準備【２F 醍醐】

・旅費の準備（総務）

・受付準備（総務部・会場部）　１Fエントランスから誘導・案内（会場部：濱野・中野）　

・機器設営準備、事前リハーサル（運営部）

・記録用機器準備（編集部）

９：００ ◆分科会打合会受付開始【２Ｆ 平安前】　荷物は各会場へ持ち込み

受付（会場部：大﨑・神谷・片山・栗林・増田） ＜会場部＞

旅費（総務部：中鉢） 机上に大塚製薬のペットボトル

司会者１・指導助言者２・発表者２～３・運営委員２・記録者２・視察員

１０：００～

【参加者】

・司会者１・指導助言者２ ・発表者２～３・運営委員１

・記録者２・補助員１ ・視察員

※打合会場で、OA機器の動作確認（運営部） 弁当搬入：１０時３０分

※１１：３０までに終了し打合会場で昼食（運営部員が弁当を取りに行く） 場所：２F　鞍馬

★全体会リハーサル（運営部：北村・井嵜・髙橋・水主川）

司会者リハーサル（運営部：早めに昼食を）

１１：００～ ○全体会場準備確認（会場部：担当８名　運営部：北村・井嵜・髙橋・水主川　総務部：岸本・浅野）

○受付準備（総務部：相見・木下　会場部：担当15名）

※各専門部員の昼食は１１：００～１２：００（弁当は各控室へ総務部が配付）

※日本中体連　会長、 専務理事、事務局長、事務員（２）　計５名

１１：３０ ◆講演講師受付（総務部：中鉢）

12:00受付完了

12:00～12:30 【参加者】

講師（中澤氏） 接待（総務：中鉢）

※昼食を摂ってもらう

１１：３０ ※来賓出迎え準備 (エレベーター前　総務部：相見・木下）

１２：００

・スポーツ庁(橋田)１名・府教育長 (前川)・市教育長(稲田)　【B１F　菊】　 ・２F案内補助（会場部：中村・山内・土田）

・日本中体連９名【２F　比叡】 ・接待補助

・府教委保体課長(井上) ・府教委(貫井) ・府校長会長(上田)　【B１F　菊】

・市教委体健室担当部長(加藤) ・市教委(橋本)・市校長会長(山﨑)　【B１F　菊】

○全体会会場最終確認、点検（総務部：岸本・浅野　会場部）

○受付関係最終確認（総務部：相見・木下） 《交通手段》

・BGM開始（２F　平安内：ホテル、運営部：井嵜） ※井上・貫井（木村）：公共交通機関

※加藤・橋本：公共交通機関

○最終確認（総務・運営・会場→岸本理事長へ報告）　 ※前川(教育長)：公用車(対応：中鉢)

○開始案内（岸本理事長）→各控室の担当者へ ※稲田（教育長）：公用車（対応：中鉢）

１２：３０ 〇野川会長、山下副会長　２F　平安へ移動

１２：３５ ○日本中体連９名(主催者)を控室【２F 比叡】から誘導 （編集部：原田）

１２：４０ ○府教委保体課長(井上) ・府教委(貫井) ・府校長会長(上田)

・市教委体健室担当部長(加藤) ・市教委(橋本)・市校長会長(山﨑)　【B１　菊】から誘導　(総務部：相見)

１２：４２ 〇スポーツ庁(橋田)１名・府教育長 (前川)・市教育長(稲田)【B１F　菊】から誘導　(総務部：中鉢)

１２：４４ ○登壇者着席完了

・BGM切る（ホテル、運営部：井嵜・日下・伊達）

・ドア対応（運営部：安川・小西・竹野・長谷川・三谷・谷）

１２：４５

　　：４５ ※開式通告                                 （司会・進行：北村【運営部】）

    ：４６  1. 開会のことば （井上副会長） 　　

    ：４７  2. 国歌・日本中体連歌（ホテル対応）、運営部指示

    ：５０  3. 主催者あいさつ　 (公財)日本中学校体育連盟会長：齊藤　正富

    ：５３   　                　　　　京都府教育委員会教育長：前川　明範

    ：５４  4. 祝辞     　　　　　　スポーツ庁地域スポーツ課長：橋田　裕

    ：５７  5. 歓迎のことば     　京都市教育長：稲田　新吾

１３：００  6. 来賓紹介（川口副会長）

１３：０３  7. 基調報告（野川会長） 　　

１３：０７ ○開会行事登壇者の降壇誘導

１３：１０ 8. 日程説明・諸連絡（岸本理事長）

分科会 打合会 【２F 醍醐】

【１月18日（木）】

・運営部はドア付近で緊急対応待機

来賓・全体受付　【２F　平安前】受付・案内

開　会　行　事　　【２Ｆ　平　安】

講演打合・昼食【B１F　蘭】

帰られる方：府教育長、市教育長、府保体課長、府校長会長、市校長会長はホ
テル玄関まで見送り→野川会長

各副会長は各自で【２F　鞍馬】で待機

来賓の誘導(野川会長)、日本中体連の誘導（井上副会長）、各副会長は流れに
合わせて退場

（運営部：安川・小西・
　　　　　長谷川・三谷・谷）

※運営部で来賓が来るたびに、B１Fへ誘導する。

橋田・加藤の誘導【B１　菊】　(川口副会長・(中鉢))
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開会行事終了

１３：１０ ○講演会準備（ひな壇作成等）　※(ホテル、会場部) ※前川（教育長）・稲田（教育長）

・机上におしぼり、大塚製薬のペットボトル 　・井上（府教委課長）・両校長会長退出

    １３：１５～ ○講演案内（浅野）→控室へ連絡 野川会長対応

・講師控室【B1F　蘭】から誘導　(総務部：浅野)

１３：２０ ・スポーツ庁(橋田)１名【B１F　菊】から誘導　(総務部：中鉢)

・府教委(貫井) ・市教委（加藤・橋本）【B１F　菊 】から誘導　(総務部：相見)

・日本中体連９名(主催者)を控室【２F 比叡】から誘導 （総務部：木下）

 １３：２２ ○講演会準備完了

１３：２４ ○講師入場コール       （司会・進行：水主川【運営部】）

・講師登壇（着席完了確認）

１３：２５ ◇講師紹介案内  （司会・進行：水主川【運営部】）

○講師紹介 （運営部：北村）

・マイク対応（運営部：安川・小西）

　 　　　　『　講　演　』　早稲田大学教授　 中澤　篤史　　氏   

  １３：２５～ ◆コーディネーター、シンポジスト受付開始【２Ｆ 平安前】 ※花束購入(中鉢)

13:45受付完了 受付案内、接待（総務部：相見・木下・中鉢）

13:45～14:30 ※平野氏　駐車場対応（木下）

【参加者】

コーディネーター１名、シンポジスト４名、総務部(岸本・浅野)、運営部(北村)

【内容】

・シンポジウムの流れ、コーディネーターのまとめの方向性など ※机上に資料、筆記具

１４：４５ ○講演終了       （司会・進行：水主川【運営部】 ）

１４：４７ ○謝辞・花束贈呈　　 　                    （川口副会長） 花束贈呈サポート（総務部：中鉢）

・講師退席誘導                　 川口副会長・（運営部：安田）

・来賓退席誘導→【B１F 　菊】へ 野川会長・（運営部：平舘・日下・伊達）

※来賓が帰られる場合、見送り対応（野川会長）

   １４：４７～ ○シンポジウム会場準備　※（ホテル、会場部）

○講師を控室【B１F　蘭】へ誘導(岸本理事長)

・御礼、謝金、見送り、湯茶接待 （総務部：浅野・相見・木下・中鉢）

１４：５５ ○コーディネーター・シンポジスト誘導  （運営部：北村）

・開始案内、入場アナウンス　       （司会・進行：髙橋【運営部】）

・登壇者着席確認 補助(運営部：石原・中森・坂井・株田)

１５：００ ○コーディネーター紹介       （司会・進行：髙橋【運営部】）

○シンポジウム開始　       

・マイク対応（運営部：三谷・谷）

　１本質疑用も準備

１６：５０ ○シンポジウム終了

・出演者降壇 控室【B１F　蘭】へ誘導（運営部：水主川・石原・中森・坂井・株田）

・御礼、謝金、見送り、湯茶接待 （総務部：浅野・相見・木下・中鉢）

○閉会行事準備（ホテル対応） ＜会場部全員＞

１６：５０

※次期開催地あいさつの案内       （司会・進行：北村【運営部】）

１．次期開催地あいさつ （石川県中体連：　可長　俊太　会長）

2．閉会の言葉 （京都府中体連：　野川　晋司　会長）

１７：００ ○終了アナウンス       （司会・進行：北村【運営部】）

１７：００ ○来賓(スポーツ庁・　　・　　)の見送り 　(野川会長)

〇シンポジスト、コーディネーター見送り （総務部：岸本・浅野・相見・木下・中鉢）

・交歓会参加までの対応 （府実行委員会）

１７：３０ ○実行委員、専門部員解散　【２F 鞍馬】

　

１７：３５ ○交歓会参加者を受付・案内・誘導　（相見・中鉢）

　 １８：００～ ※京都府中体連　参加者

○交歓会受付（木下・原田）

２０：００ ○交歓会（１８：００～２０：００）

【１月18日（木）】

特　別　講　演　　【２Ｆ 平　安】

野川会長・井上副会長・松林副会長
岸本・北村・相見・木下・山内・土田・原田・浅野

シンポジウム最終打合【B１F　蘭 】

閉　会　行　事　【２F　平安】

交　歓　会　【２F　嵯峨 】

シンポジウム　【２Ｆ　平安】
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７：３０ ◆事務局集合・打合会【２Ｆ　鞍馬】

８：００ ◆専門部員集合、全体打合会【２Ｆ　平安】

・出席確認・日程説明・昼食、控室について

・受付準備（会場部）

・分科会準備確認（運営部・編集部） ・発表者机上に大塚製薬のペットボトル

・日本中体連対応（総務部）控室【２F　比叡】へ

　９：００～ ・記録補助に編集部紀要係

 ・途中休憩は、分科会毎対応 ・１１：２０まで

　１１：２０～ ○閉会行事（各会場） ・開催地代表挨拶は府中体連副会長

１１：２９ ○大会全日程終了通告　　　（各会場） 弁当搬入：１０時３０分

１１：３０ ○分科会終了　　※終了後、分科会ごとで解散、後片付け 場所：２F　鞍馬

※大会終了後、会場・本部の片付け

１１：３０ ○日本中体連 見送り

（野川会長、浅野）

１２：００ ○弁当（総務部：２Ｆ　鞍馬）

１２：３０

・解散式（お礼のことば：野川会長）

弁当を渡して解散

１２：４５

【１Fレストラン横個室】（野川会長、岸本、北村、松本、中村、浅野）

○次期開催地との打ち合わせ

分　科　会　【２Ｆ　平安①②③、朱雀】

次期開催地　引継会【１Ｆレストラン横個室】　

【１月19日（金）】

大会関係者解散式【２F　平安②】
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総務部マニュアル
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野川　晋司 山下　信之 浅野　勇人 岸本　卓也 中鉢　良平 相見　貴志 木下　　亮

会長 副会長（部長） 事務局 理事長（副部長） 部員 部員 部員

11:00 11:00

12:00 12:00

13:00
研究部会会場到

着　13：00
【　２F　比叡　　】

13:00

13:30 13:30

14:00 14:00

15:00 15:00

16:00 16:00

17:00 17:00

18:00 18:00

19:00 19:00

20:00 20:00

二次会：

日本中体連役
員との懇親会
【口馳八丁　風

屋杉原】
17:30出発

二次会：
日本中体連のホテルへの送迎

研究部会参加者へ紙袋を渡し
ておく

・研究部会準備
・日本中体連出迎えスタン
バイ

専門部員集合　13：30
【２F　鞍馬】

日本中体連
研究部会出席

日本中体連
研究部会出席

記録２名　松本・風間

日本中体連役員との懇親会
【口馳八丁　風屋杉原】

17:30出発

第40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会

【総務部マニュアル】

令和６年１月17日(水)　　－大会前日－　　＜研究部会＞

事務局集合　11:00 【２F　鞍馬】

・日程、仕事分担の確認
・紀要・資料袋詰め作業準備
・研究部会準備

研究部会会場到着　13：00
【　２F　比叡　】
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野川　晋司 山下　信之 浅野　勇人 岸本　卓也 中鉢　良平 相見　貴志 木下　　亮
会長 副会長（部長） 事務局 理事長（副部長） 部員 部員 部員

8:00 8:00

8:30 　【　２F　平安　】 8:30

　

9:00 9:00

10:00 10:00

11:00 11:00

11:30 11:30

11:30 11:30

12:00 12:00

全体会
会場確認

12:30 12:30

12:35 12:35

12:40 12:40

12:42 12:42

　２F 　平安前

受付・旅費の受け受け渡し（司会者４、指導助言者８、発表者
各２～３、パネリスト)
※旅費は受付時に渡しサインをもらう

受付終了後　１２時全体受付準備
打ち合わせ会場　OA機器の確認、全体会リハーサルサポート
※１０：３０　弁当搬入　　２F　鞍馬

１２：４０
府教委保健体
育課長・府教
委・府校長会
会長・市教委
体育健康教育
室長・市教委・
市校長会会長
を【B1F　菊】か
ら誘導

全体会会場・受付・BGM開始　最終確認後、理事長へ報告

　　　　　　講演講師出迎え　【２F　平安前】
　　中澤氏、受付後は昼食を摂っていただき打ち合わせ
　　【B１F　蘭】

中澤氏
昼食準備
【B１F　蘭】

来賓出迎え準備　【２F　平安前】受付案内

・スポーツ庁１名（橋田）・府教育長（前川）・市教育長（稲田）　控室【B1F　菊】
・府教委保健体育課長（井上）・府教委（貫井）・府校長会会長（上田）控室【B１F　菊】
・市教委体育健康教育室担当部長（加藤）・市教委（橋本）・市校長会会長（山崎）控室【B１F　菊】
・日本中体連８名【２F　比叡】

案内係（中村・山内・土田）相見・木下は補助
※　B１Fフロアに山内先生待機＝B１F菊前へ案内

第40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会

令和６年１月18日(木)　　－大会１日目－　　＜打合会・開会行事・講演・シンポジウム・交歓会
＞

開始案内
各控室担当者へ

１２：３０
　２F　平安

全体会会場へ移動

　B1F
で確認

来賓・全体受付　【　２F　平安前】

エレベーター前
　２Ｆ　平安へ案内

昼食
・受付準備・全体会会場準備確認(浅野・岸本)　昼食

専門部員の各控え室へ弁当配布（相見・木下・中鉢）　昼食

１２：３５
日本中体連を
　【２F　比叡】
から誘導

（編集部：原
田）

受付最終確認

【総務部マニュアル】

全体会
リハーサル
　２F　平安

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・出席確認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・日程説明、昼食、控え室について

　・旅費の準備
　・受付準備：会場部

　　２F 　平安　　　　  打ち合わせ

１２：４２
スポーツ庁・
府教育長・
市教育長を
【B1F　菊】から
誘導

事務局集合　8:00 【２F　鞍馬】

・物品搬入
・日程、仕事分担の確認

専門部員集合、全体打合会【２Ｆ　平安】

　　　　受付開始【　２Ｆ 平安前】
司会者・指導助言者・発表者・記録者・補助員
視察員・運営委員
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野川　晋司 山下　信之 浅野　勇人 岸本　卓也 西川　　寿 相見　貴志 木下　　亮
会長 副会長（部長） 事務局 理事長（副部長） 部員 部員 部員

12:45 12:45

12:45
12:46

12:45

12:47
12:50

12:53
12:54
12:57
13:00
13:03

13:07

13:10 13:10

13:15 13:17

13:20 １３：２０
スポーツ庁を
【B１F　菊】から
誘導

１３：２０
府教委保体課長・
府教委・市教育
長・市教委・府校
長会長・市校長会
長【B1F　菊】から
誘導

１３：２５
日本中体連を
【２F　比叡】
から誘導

13:20

13:25 13:25

14:45

14:47

14:55
講師退席誘導
出口まで

14:55

15:00

16:50

17:00

17:30
実行委員、専門部
員解散 交歓会準備

17:50
交歓会参加者誘
導

18:00
20:00

交歓会
　【２F　嵯峨】

来賓見送り

シンポジウム
　　２F　平安

シンポジウム終了

閉会行事
　２F　平安 　　　　出演者降壇　控室へ誘導（運営部）　【B１F　蘭】

　　　　御礼、湯茶接待

閉会の言葉

来賓の退席誘
導
来賓が帰られる
場合には見送り

講演謝辞
花束贈呈

（川口副会長）
サポート→中

鉢

講師退席　　【B１F　蘭】へ
中澤氏　対応　誘導　浅野事務局長　　対応　中鉢

御礼、見送り、湯茶接待

コーディネーター・シンポジスト誘導（北村）【運営部】

交歓会準備

２F　平安

講演案内⇒
中澤氏を
２F　平安へ誘
導

２F　平安

特別講演　　２F　平安
『　講演　』　中澤　篤史　氏

◆コーディネーター、シンポジスト受付開始　【２F　平安前】
シンポジウム最終打ち合わせ　【B１F　蘭】
【参加者】森脇氏・シンポジスト４名、理事長、事務局長
【内　容】
・シンポジウムの流れ、コーディネーターのまとめの方向性

令和６年１月18日(木)　　－大会１日目－　　＜打合会・開会行事・講演・シンポジウム・交歓会
＞

開会行事　　　２F　平安

見送り後、２F　平安へ

第40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会

会式通告
１．開会のことば　（井上副会長）
２．国歌・日本中体連歌
３．主催者挨拶　　（公財）日本中学校体育連盟会長：齊藤　正富
　　　　　　　　　　　京都府教育委員会教育長：前川　明範
４．祝辞　　　　　　スポーツ庁地域スポーツ課長：橋田　裕
５．歓迎のことば　京都市教育長：稲田　新吾
６．来賓紹介　　　 （川口副会長）
７．基調報告　　　 （野川会長）
〇開会行事登壇者の降壇誘導⇒運営部　　※退席アナウンス
※来賓誘導スポーツ庁、府教育長、市教育長、保健体育課長、京都市室長、府校長会長、市校長会会長
日本中体連、近畿中体連会長、各地区副会長は流れに合わせて退場
スポーツ庁１名（橋田）、保健体育課長（井上）、京都市担当部長(加藤)、府教委（貫井）、市教委（橋本）、
府校長会長（上田）、市校長会長（山崎）　　B１F　菊へ誘導　　　　川口副会長（中鉢）
※［退館される方は、ホテル玄関まで見送り　⇒　野川会長］
各地区副会長　２F　鞍馬で待機
８．日程説明・諸連絡　（岸本理事長）
※残られる来賓の方は準備のため控え室に入ってもらう。

シンポジスト、コーディネーター見送り

交歓会　【２F　嵯峨】

【総務部マニュアル】

交歓会参加者誘導

実行委員、専門部員解散
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野川　晋司 山下　信之 浅野　勇人 岸本　卓也 中鉢　良平 相見　貴志 木下　　亮

会長 副会長（部長） 事務局 理事長（副部長） 部員 部員 部員

7:30 7:30

8:00 8:00

9:00 9:00

11:20 11:20

11:29 11:29

11:30
日本中体連

見送り
日本中体連

見送り
11:30

12:00 12:00

12:30 12:30

12:45 12:45

大会関係者解散式【２F　平安②】
解散式（会長御礼のことば：野川会長）

弁当を渡して解散

次期開催地　引継ぎ会【１Fレストラン横個室】
参加者：野川会長、筆頭副会長、理事長、筆頭副理事長、事務局長、松本、中村

次期開催地と打合せ

日本中体連対応　　【２F　比叡】

分科会【２F　平安①②③　朱雀】

閉会行事【各分科会ごと】

大会全日程終了通告

分科会終了
※終了後、分科会ごとに解散、後片付け

※大会終了後、会場、本部の片付け

昼食 弁当搬入　２F　鞍馬　　　　

第40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会

令和６年１月19日(金)　　－大会２日目－　　＜打合会・分科会・解散式・引継会＞

【総務部マニュアル】

事務局集合　7:30 【２F　鞍馬】

専門部員集合、全体打合会【２Ｆ　平安】

出席確認・日程説明・昼食、控室について
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運営部マニュアル
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井
事

務
員

、
松

岡
事

務
員

長
副

←
役

職

・記
録

準
備

確
認

（編
集

：
松

本
・
風

間
）I

C
レ

コ
ー

ダ
ー

、
ビ

デ
オ

1
2

3
4

1
2

3
4

1
2

2
3

3
4

1
2

3
4

←
分

科
会

担
当

←
出

欠
確

認
（
○

o
r×

）

１
３

：
３

０
〇

専
門

部
員

集
合

【
２

Ｆ
 鞍

馬
】

・紀
要

・資
料

袋
詰

め
作

業
準

備

・各
専

門
部

の
荷

物
搬

入
準

備
【２

Ｆ
　

鞍
馬

】
・各

係
マ

ニ
ュ

ア
ル

細
案

最
終

確
認

・紀
要

・資
料

袋
詰

め
作

業
準

備

・各
専

門
部

の
荷

物
搬

入
準

備

１
４

：
０

０
・各

係
マ

ニ
ュ

ア
ル

細
案

最
終

確
認

【出
席

者
】

〔日
本

中
体

連
〕
　

担
当

副
会

長
（五

十
嵐

副
会

長
）

※
各

専
門

部
員

→
最

終
確

認
、

荷
物

搬
入

準
備

　
　

　
　

　
 　

 大
河

原
専

務
理

事
・
新

宮
領

事
務

局
長

　
３

名
、

事
務

局
員

　
２

名
※

業
務

終
了

後
、

明
日

の
確

認
を

し
、

各
専

門
部

長
の

指
示

に
よ

り
解

散

〔日
本

中
体

連
〕
  

各
ブ

ロ
ッ

ク
研

究
部

員
　

８
名

〔府
中

体
連

〕　
野

川
会

長
・岸

本
理

事
長

・浅
野

事
務

局
長

・記
録

２
名

(松
本

・
風

間
)　

〔視
察

員
〕
　

石
川

県
中

体
連

→
　

研
究

部
員

　
　

　
　

　
　

　
愛

知
県

中
体

連
→

　
研

究
部

員

　
　

　
　

　
　

　
　

計
　

１
８

名

※
運

営
は

日
本

中
体

連
で

行
う

。

◆
各

専
門

部
員

→
最

終
確

認
、

荷
物

搬
入

準
備

◆
資

料
の

袋
詰

め
作

業
（
２

Ｆ
 鞍

馬
）

　
 ※

業
務

終
了

後
、

明
日

の
確

認
を

し
、

各
専

門
部

長
の

指
示

に
よ

り
解

散

１
６

：
０

０
○

研
究

部
会

終
了

（日
本

中
体

連
チ

ェ
ッ

ク
イ

ン
）

１
７

：
０

０
◆

懇
親

会
場

所
へ

移
動

（
会

場
：
口

馳
八

丁
　

風
屋

杉
原

）

参
加

者
：

日
本

中
体

連
７

名
・京

都
府

中
体

連
７

名
　

計
１

４
名

１
７

：３
０

○
日

本
中

体
連

　
懇

親
会

会
場

へ
案

内
（
Ａ

Ｎ
Ａ

ク
ラ

ウ
ン

プ
ラ

ザ
ホ

テ
ル

京
都

前
～

：
府

事
務

局
）

１
８

：
０

０

２
０

：０
０

解
散

：日
本

中
体

連
の

ホ
テ

ル
へ

の
送

迎

日
本

中
体

連
 研

究
部

会
 【

２
F
 比

叡
】

※
研

究
部

会
参

加
者

へ
先

に
紙

袋
を

渡
す

※
分

科
会

打
合

会
参

加
者

の
紙

袋
は

別
に

ま
と

め
て

お
く

・研
究

部
会

後
片

付
け

懇 親 会 場 所 へ 移 動

解
散

※
井

嵜
が

先
に

行
っ

て
お

く

日
本

中
体

連
と

の
懇

親
会

　
合

計
　

１
４

名

全
体

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
主

任
副

主
任

補
助

係
責

任
者

懇 親 会 場 所 へ 移 動

解
散

【
１

月
１

７
日

（
水

）
】

N
o
.１

【運
営

部
マ

ニ
ュ

ア
ル

】

実
行

委
員

専
門

部
員

実
行

委
員

専
門

部
員

各
地

区
会

長
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←
実

行
委

員
役

職

宇
治

城
久

京
都

市
京

都
市

乙
訓

綴
喜

城
久

宇
治

綴
喜

綴
喜

城
久

宇
治

京
都

市
京

都
市

京
都

市
宇

治
相

楽
相

楽
口

丹
市

中
丹

丹
後

←
ブ

ロ
ッ

ク
・
地

区

北
村

井
嵜

髙
橋

水
主

川
安

田
平

舘
石

原
中

森
日

下
伊

達
坂

井
株

田
安

川
小

西
竹

野
長

谷
川

三
谷

谷
川

口
片

岡
松

林
井

上
←

担
当

者

長
副

←
役

職

８
：
０

０
◆

事
務

局
集

合
・
打

合
会

【
２

Ｆ
 醍

醐
 】

1
2

3
4

1
2

3
4

1
2

2
3

3
4

1
2

3
4

←
分

科
会

担
当

※
荷

物
(袋

詰
め

な
ど

)を
確

認
(北

村
・松

本
・中

村
)

←
出

欠
確

認
（
○

o
r×

）

８
：
３

０
◆

専
門

部
員

集
合

、
全

体
打

合
会

【
２

Ｆ
 平

安
】

・出
席

確
認

・日
程

説
明

・
昼

食
、

控
室

に
つ

い
て

　
※

実
行

委
員

・専
門

部
控

室
【
２

F
  

鞍
馬

】

○
全

体
会

場
準

備
～

１
１

：
０

０
（会

場
部

、
運

営
部

、
編

集
部

）

○
分

科
会

打
合

会
場

準
備

【
２

F
 醍

醐
】

・旅
費

の
準

備
（
総

務
）

・
分

科
会

打
合

会
場

準
備

　
【２

F
 醍

醐
】

・受
付

準
備

（総
務

部
・会

場
部

）
　

１
F
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
か

ら
誘

導
・案

内
（会

場
部

：濱
野

・中
野

）　
・

機
器

設
営

準
備

、
機

器
接

続
確

認
な

ど

・機
器

設
営

準
備

、
事

前
リ

ハ
ー

サ
ル

（
運

営
部

）

・記
録

用
機

器
準

備
（
編

集
部

）

９
：
０

０
◆

分
科

会
打

合
会

受
付

開
始

【
２

Ｆ
 平

安
前

】
　

荷
物

は
各

会
場

へ
持

ち
込

み

受
付

（会
場

部
：
大

﨑
・神

谷
・片

山
・
栗

林
・
増

田
）

＜
会

場
部

＞

旅
費

（総
務

部
：
中

鉢
）

机
上

に
大

塚
製

薬
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

司
会

者
１

・指
導

助
言

者
２

・
発

表
者

２
～

３
・運

営
委

員
２

・
記

録
者

２
・視

察
員

１
０

：
０

０
～

【参
加

者
】

・司
会

者
１

・
指

導
助

言
者

２
・発

表
者

２
～

３
・
運

営
委

員
１

・記
録

者
２

・
補

助
員

１
・視

察
員

《参
加

者
》

※
打

合
会

場
で

、
O

A
機

器
の

動
作

確
認

（運
営

部
）

弁
当

搬
入

：１
０

時
３

０
分

・司
会

者
１

・指
導

助
言

者
２

・発
表

者
２

～
３

・運
営

委
員

１

※
１

１
：
３

０
ま

で
に

終
了

し
打

合
会

場
で

昼
食

（運
営

部
員

が
弁

当
を

取
り

に
行

く
）

場
所

：２
F
　

鞍
馬

・記
録

者
２

・補
助

員
１

・視
察

員

★
全

体
会

リ
ハ

ー
サ

ル
（運

営
部

：
北

村
・井

嵜
・髙

橋
・
水

主
川

）
※

場
所

は
、

別
紙

参
照

司
会

者
リ

ハ
ー

サ
ル

（
運

営
部

：早
め

に
昼

食
を

）
※

O
A

機
器

の
動

作
確

認

※
１

１
：３

０
ま

で
に

終
了

し
、

そ
の

後
、

打
合

会
場

で
昼

食

１
１

：
０

０
～

○
全

体
会

場
準

備
確

認
（
会

場
部

：
担

当
８

名
　

運
営

部
：
北

村
・
井

嵜
・
髙

橋
・
水

主
川

　
総

務
部

：
岸

本
・
浅

野
）

（運
営

部
員

が
弁

当
を

取
り

に
行

く
）

○
受

付
準

備
（総

務
部

：
相

見
・木

下
　

会
場

部
：
担

当
1
5名

）

※
各

専
門

部
員

の
昼

食
は

１
１

：０
０

～
１

２
：
０

０
（弁

当
は

各
控

室
へ

総
務

部
が

配
付

）

※
日

本
中

体
連

 専
務

理
事

、
事

務
局

長
、

事
務

員
（
２

）
　

計
４

名

全 体 会 リ ハ ー サ ル

全
体

会
リ

ハ
ー

サ
ル

全 体 会 場 最 終 確 認

全
体

会
会

場
準

備

各
分

科
会

参
加

者
を

打
ち

合
わ

せ
場

所
へ

案
内

《参
加

者
》

司
会

者
１

・指
導

助
言

者
２

・発
表

者
２

～
３

・視
察

員

分
科

会
 打

合
会

 【
２

F
 醍

醐
】

全
体

会
場

最
終

確
認

※
昼

食
は

食
べ

ら
れ

る
タ

イ
ミ

ン
グ

で

分
科

会
 打

合
会

 【
２

F
 醍

醐
】

各
地

区
会

長

全
体

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
主

任
副

主
任

補
助

係
責

任
者

出
席

確
認

・日
程

説
明

・昼
食

、
控

室
に

つ
い

て
※

実
行

委
員

・専
門

部
控

室
　

【２
F
 鞍

馬
】

【
１

月
１

８
日

（
木

）
】

N
o
.２

実
行

委
員

専
門

部
員

実
行

委
員

専
門

部
員
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北
村

井
嵜

髙
橋

水
主

川
安

田
平

舘
石

原
中

森
日

下
伊

達
坂

井
株

田
安

川
小

西
竹

野
長

谷
川

三
谷

谷
川

口
片

岡
松

林
井

上

長
副

１
１

：
３

０
◆

講
演

講
師

受
付

（
総

務
部

：
中

鉢
）

1
2
:0

0
受

付
完

了

1
2
:0

0
～

1
2
:3

0
【参

加
者

】

講
師

（中
澤

氏
）

接
待

（総
務

：中
鉢

）

※
昼

食
を

摂
っ

て
も

ら
う

１
１

：
３

０
※

来
賓

出
迎

え
準

備
(エ

レ
ベ

ー
タ

ー
前

　
総

務
部

：
相

見
・
木

下
）

１
２

：
０

０

・ス
ポ

ー
ツ

庁
(橋

田
)１

名
・府

教
育

長
 (

前
川

)・
市

教
育

長
(稲

田
)　

【
B

１
F
　

菊
】
　

・日
本

中
体

連
８

名
【
２

F
　

比
叡

】
・接

待
補

助

・府
教

委
保

体
課

長
(井

上
) 

・
府

教
委

(貫
井

) 
・府

校
長

会
長

(上
田

)　
【B

１
F
　

菊
】

・市
教

委
体

健
室

担
当

部
長

(加
藤

) 
・
市

教
委

(橋
本

)・
市

校
長

会
長

(山
﨑

)　
【B

１
F
　

菊
】

○
全

体
会

会
場

最
終

確
認

、
点

検
（総

務
部

：岸
本

・浅
野

　
会

場
部

）

○
受

付
関

係
最

終
確

認
（総

務
部

：
相

見
・木

下
）

《交
通

手
段

》

・B
G

M
開

始
（２

F
　

平
安

内
：ホ

テ
ル

、
運

営
部

：井
嵜

）
※

井
上

・貫
井

：

※
加

藤
・橋

本
：

○
最

終
確

認
（総

務
・運

営
・
会

場
→

岸
本

理
事

長
へ

報
告

）　
※

前
川

(教
育

長
)：

　
　

　
(対

応
：　

　
　

)

○
開

始
案

内
（岸

本
理

事
長

）
→

各
控

室
の

担
当

者
へ

※
稲

田
（教

育
長

）：
　

　
（対

応
：　

　
　

）

１
２

：３
０

〇
野

川
会

長
、

山
下

副
会

長
　

２
F
　

平
安

へ
移

動

１
２

：３
５

○
日

本
中

体
連

８
名

(主
催

者
)を

控
室

【２
F
 比

叡
】か

ら
誘

導
 （

編
集

部
：
原

田
）

１
２

：４
０

○
府

教
委

保
体

課
長

(井
上

) 
・府

教
委

(貫
井

) 
・
府

校
長

会
長

(上
田

)

・市
教

委
体

健
室

担
当

部
長

(加
藤

) 
・
市

教
委

(橋
本

)・
市

校
長

会
長

(山
﨑

)　
【
B

１
　

菊
】か

ら
誘

導
　

(総
務

部
：相

見
)

１
２

：４
２

〇
ス

ポ
ー

ツ
庁

(橋
田

)１
名

・
府

教
育

長
 (

前
川

)・
市

教
育

長
(稲

田
)【

B
１

F
　

菊
】
か

ら
誘

導
　

(総
務

部
：中

鉢
)

１
２

：４
４

○
登

壇
者

着
席

完
了

・B
G

M
切

る
（
ホ

テ
ル

、
運

営
部

：
井

嵜
・
日

下
・伊

達
）

・ド
ア

対
応

（運
営

部
：
安

川
・小

西
・
竹

野
・長

谷
川

・
三

谷
・谷

）

１
２

：
４

５

　
　

：
４

５
※

開
式

通
告

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
  

  
（司

会
・進

行
：
北

村
【
運

営
部

】
）

  
  

：４
６

 1
. 
開

会
の

こ
と

ば
 （

井
上

副
会

長
）　

　

  
  

：４
７

 2
. 
国

歌
・日

本
中

体
連

歌
（ホ

テ
ル

対
応

）
、

運
営

部
指

示

  
  

：５
０

 3
. 
主

催
者

あ
い

さ
つ

　
 (

公
財

)日
本

中
学

校
体

育
連

盟
会

長
：齊

藤
　

正
富

  
  

：５
３

  
　

  
  

  
  

  
  

  
  

　
　

　
　

京
都

府
教

育
委

員
会

教
育

長
：前

川
　

明
範

  
  

：５
４

 4
. 
祝

辞
  

  
 　

　
　

　
　

　
ス

ポ
ー

ツ
庁

地
域

ス
ポ

ー
ツ

課
長

：
橋

田
　

裕

  
  

：５
７

 5
. 
歓

迎
の

こ
と

ば
  

  
 　

京
都

市
教

育
長

：稲
田

　
新

吾

１
３

：０
０

 6
. 
来

賓
紹

介
（川

口
副

会
長

）

１
３

：０
３

 7
. 
基

調
報

告
（野

川
会

長
）

　
　

１
３

：０
７

○
開

会
行

事
登

壇
者

の
降

壇
誘

導

１
３

：１
０

8.
 日

程
説

明
・
諸

連
絡

　
　

  
  

  
  

  
  

  
  

 　
（岸

本
理

事
長

）

開
会

行
事

終
了

来
賓

の
誘

導
(野

川
会

長
)、

日
本

中
体

連
の

誘
導

（
井

上
副

会
長

）
、

各
副

会
長

は
流

れ
に

合
わ

せ
て

退
場

帰
ら

れ
る

方
：　

　
　

　
　

　
　

(教
育

委
)は

ホ
テ

ル
玄

関
ま

で
見

送
り

→
野

川
会

長

　
　

　
　

の
誘

導
【B

１
　

菊
】
　

(川
口

副
会

長
・
(中

鉢
))

各
副

会
長

は
各

自
で

【２
F
　

鞍
馬

】
で

待
機

ド
ア

担
当

ド
ア

担
当

ホ
テ

ル
の

音
響

と
連

携
イ

ン
カ

ム
で

井
嵜

と
連

携

ホ
テ

ル
と

連
携

し
、

確
認

す
る

府 内 来 賓 ・ 日 本 中 体 連

の 誘 導

控
室

へ
移

動
待

機
【２

F
 鞍

馬
】

ホ
テ

ル
と

連
携

し
、

確
認

す
る

開
　

会
　

行
　

事
　

　
【
２

Ｆ
　

平
　

安
】

・運
営

部
は

ド
ア

付
近

で
緊

急
対

応
待

機
開

会
行

事
に

参
加

司 会 ・ 進 行

B G M 指 示 ・ 補 助

補 助
補 助

B
G

M
担

当
ド

ア
担

当

待
機

【２
F
 鞍

馬
】

ホ テ ル の 音 響 と 連 携

イ ン カ ム で 井 嵜 と 連 携

12
時

30
分

頃
各

地
区

会
長

を
全

体
会

場
へ

案
内

す
る

12
時

30
分

頃
全

体
会

場
へ

移
動

す
る

B G M 指 示

B
G

M
担

当
ド

ア
担

当
ド

ア
担

当
ド

ア
担

当
ホ

テ
ル

の
音

響
と

連
携

イ
ン

カ
ム

で
井

嵜
と

連
携

※
運

営
部

で
来

賓
が

来
る

た
び

に
、

B
１

F
へ

誘
導

す
る

。

最 終 確 認 後 、 理 事 長 に 報 告

B G M 指 示

B
G

M
担

当

全
体

会
場

に
て

待
機

講
演

打
合

・
昼

食
【
B

１
F
　

蘭
】

※
昼

食
終

了
後

、
1
2
時

0
0
分

頃
に

は
全

体
会

場
に

て
待

機
来

賓
出

迎
え

接
待

補
助

来
賓

・
全

体
受

付
　

【
２

F
　

平
安

前
】
受

付
・
案

内

・２
F
案

内
補

助
（会

場
部

：中
村

・山
内

・土
田

）

（運
営

部
：安

川
・小

西
・長

谷
川

・三
谷

・谷
）

補
助

係
責

任
者

講 演 会 打 合 会 に 参 加 【 Ｂ １ Ｆ 　 蘭 】

講 演 会 打 合 会 に 参 加 【 Ｂ １ Ｆ 　 蘭 】

講 演 会 打 合 会 に 参 加 【 Ｂ １ Ｆ 　 蘭 】

講 演 会 打 合 会 に 参 加 【 Ｂ １ Ｆ 　 蘭 】

昼
食

　
【２

F
 鞍

馬
】

昼
食

【２
F
 鞍

馬
】

【
１

月
１

８
日

（
木

）
】

N
o
.３

全
体

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
主

任
副

主
任
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1
2

3
4

1
2

3
4

1
2

2
3

3
4

1
2

3
4

北
村

井
嵜

髙
橋

水
主

川
安

田
平

舘
石

原
中

森
日

下
伊

達
坂

井
株

田
安

川
小

西
竹

野
長

谷
川

三
谷

谷
川

口
片

岡
松

林
井

上

長
副

１
３

：１
０

○
講

演
会

準
備

（ひ
な

壇
作

成
等

）
　

※
(ホ

テ
ル

、
会

場
部

)

・机
上

に
お

し
ぼ

り
、

大
塚

製
薬

の
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル

  
  

１
３

：１
５

～
○

講
演

案
内

（浅
野

）→
控

室
へ

連
絡

・講
師

控
室

【B
1F

　
蘭

】
か

ら
誘

導
　

(総
務

部
：浅

野
)

１
３

：２
０

・ス
ポ

ー
ツ

庁
(橋

田
)１

名
【
B

１
F
　

菊
】
か

ら
誘

導
　

(総
務

部
：中

鉢
)

・
府

教
委

保
体

課
長

(井
上

) 
・
府

教
委

(貫
井

) 
・
府

校
長

会
長

(上
田

)【
B

１
F
　

菊
 】

か
ら

誘
導

　
(総

務
部

：
相

見
)

・日
本

中
体

連
８

名
(主

催
者

)を
控

室
【
２

F
 比

叡
】
か

ら
誘

導
 （

総
務

部
：
木

下
）

 １
３

：
２

２
○

講
演

会
準

備
完

了

１
３

：２
４

○
講

師
入

場
コ

ー
ル

  
  

  
（司

会
・
進

行
：水

主
川

【
運

営
部

】
）

・講
師

登
壇

（着
席

完
了

確
認

）

１
３

：
２

５
◇

講
師

紹
介

案
内

 （
司

会
・進

行
：
水

主
川

【
運

営
部

】）

○
講

師
紹

介
（運

営
部

：
北

村
）

　
 　

　
　

　
『
　

講
　

演
　

』
　

早
稲

田
大

学
教

授
　

 中
澤

　
篤

史
　

　
氏

  
 

  
１

３
：
２

５
～

◆
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

シ
ン

ポ
ジ

ス
ト

受
付

開
始

【
２

Ｆ
 平

安
前

】
※

花
束

購
入

(中
鉢

)

1
3
:4

5
受

付
完

了
受

付
案

内
、

接
待

（
総

務
部

：
相

見
・
木

下
・中

鉢
）

1
3
:4

5
～

1
4
:3

0

【参
加

者
】

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

１
名

、
シ

ン
ポ

ジ
ス

ト
４

名
、

総
務

部
(岸

本
・浅

野
)、

運
営

部
(北

村
・
髙

橋
)

【内
容

】

・シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
流

れ
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
ま

と
め

の
方

向
性

な
ど

※
机

上
に

資
料

、
筆

記
具

１
４

：４
５

○
講

演
終

了
  

  
  

（
司

会
・進

行
：水

主
川

【運
営

部
】
 ）

１
４

：４
７

○
謝

辞
・花

束
贈

呈
　

　
 　

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

（川
口

副
会

長
）

花
束

贈
呈

サ
ポ

ー
ト

（総
務

部
：中

鉢
）

・講
師

退
席

誘
導

  
  

  
  

  
  

  
  

　
 

川
口

副
会

長
・
（運

営
部

：
安

田
）

・来
賓

退
席

誘
導

→
【
B

１
F
 　

菊
】へ

野
川

会
長

・
（
運

営
部

：
平

舘
・
日

下
・伊

達
）

※
来

賓
が

帰
ら

れ
る

場
合

、
見

送
り

対
応

（
野

川
会

長
）

  
 １

４
：
４

７
～

○
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
会

場
準

備
　

※
（
ホ

テ
ル

、
会

場
部

）

○
講

師
を

控
室

【B
１

F
　

蘭
】へ

誘
導

(岸
本

理
事

長
)

・御
礼

、
謝

金
、

見
送

り
、

湯
茶

接
待

（
総

務
部

：浅
野

・相
見

・
木

下
・
中

鉢
）

１
４

：５
５

○
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
・
シ

ン
ポ

ジ
ス

ト
誘

導
 

 （
運

営
部

：北
村

）

・開
始

案
内

、
入

場
ア

ナ
ウ

ン
ス

　
  

  
  

（司
会

・進
行

：
髙

橋
【
運

営
部

】
）

・登
壇

者
着

席
確

認
補

助
(運

営
部

：石
原

・中
森

・
坂

井
・
株

田
)

１
５

：
０

０
○

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

紹
介

  
  

  
（司

会
・進

行
：
髙

橋
【
運

営
部

】
）

○
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

始
　

  
  

  
 

　
１

本
質

疑
用

も
準

備

分 科 会 リ ハ

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加

分 科 会 リ ハ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
　

【
２

Ｆ
　

平
安

】

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加

分 科 会 リ ハ

分 科 会 リ ハ

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加

・マ
イ

ク
対

応
（運

営
部

：三
谷

・谷
・
長

谷
川

）

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加 　 ※ マ イ ク 対 応

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

分 科 会 リ ハ

分 科 会 リ ハ

分 科 会 リ ハ

補 助
補 助

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

誘 導
シ 進 行 ・ 司 会

司 会 補 助

補 助
補 助

分 科 会 リ ハ

分 科 会 リ ハ

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加 　 ※ マ イ ク 対 応

シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加 　 ※ マ イ ク 対 応

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

講 師 誘 導

来 賓 誘 導

来 賓 誘 導

来 賓 誘 導

花 束 贈 呈

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

分 科 会 リ ハ

特
　

別
　

講
　

演
　

　
【
２

Ｆ
 平

　
安

】

・マ
イ

ク
対

応
（運

営
部

：安
川

・小
西

・
竹

野
）

シ ン ポ ジ ウ ム 打 合 会 に 参 加

※ 誘 導 補 助

シ ン ポ ジ ウ ム 打 合 会 に 参 加

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

最
終

打
合

【
B

１
F
　

蘭
 】

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

分 科 会 リ ハ

分 科 会 リ ハ

分 科 会 リ ハ

講 演 会 に 参 加

講 演 会 に 参 加

分 科 会 リ ハ

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

講 演 会 に 参 加 　 ※ 誘 導 補 助

分 科 会 リ ハ

分 科 会 リ ハ

講 演 会 に 参 加 　 ※ マ イ ク 対 応

講 演 会 に 参 加 　 ※ マ イ ク 対 応

講 演 会 に 参 加 　 ※ マ イ ク 対 応

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動
【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

司 会 補 助

講 演 会 進 行 ・ 司 会

講 師 紹 介

講 演 会 に 参 加

講 演 会 に 参 加 　 ※ 誘 導 補 助

講 演 会 に 参 加 　 ※ 誘 導 補 助

分 科 会 リ ハ

分 科 会 リ ハ

講 演 会 に 参 加 　 ※ 誘 導 補 助

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 待 機

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 待 機

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 待 機

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 待 機

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 待 機

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 待 機

全
体

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
主

任
副

主
任

補
助

係
責

任
者

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 待 機

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 待 機

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 醍 醐 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 待 機

【
１

月
１

８
日

（
木

）
】

N
o
.４
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北
村

井
嵜

髙
橋

水
主

川
安

田
平

舘
石

原
中

森
日

下
伊

達
坂

井
株

田
安

川
小

西
竹

野
長

谷
川

三
谷

谷
川

口
片

岡
松

林
井

上

長
副

１
６

：５
０

○
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
終

了

・出
演

者
降

壇
 控

室
【B

１
F
　

蘭
】へ

誘
導

（
運

営
部

：
水

主
川

・石
原

・
中

森
・
坂

井
・株

田
）

・御
礼

、
謝

金
、

見
送

り
、

湯
茶

接
待

（
総

務
部

：浅
野

・相
見

・
木

下
・
中

鉢
）

○
閉

会
行

事
準

備
（ホ

テ
ル

対
応

）
＜

会
場

部
全

員
＞
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村
【
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）

 １
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催
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（
石
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長

　
俊

太
　

会
長

）

１
７

：０
０

○
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了
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ナ
ウ
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ス

  
  

  
（司

会
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行
：
北

村
【
運

営
部

】
）

１
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：０
０

○
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・
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見
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行
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）

１
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０
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行
委

員
、

専
門

部
員

解
散

　
【
２

F
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馬
】

　

１
７

：３
５

○
交

歓
会

参
加

者
を

受
付

・案
内

・誘
導
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見
・
中

鉢
）

　
 １

８
：
０

０
～

※
京

都
府

中
体

連
　

参
加

者

○
交

歓
会
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付

（木
下

・
原

田
）

２
０

：０
０
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歓
会

（１
８

：０
０

～
２

０
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０

０
）
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委
員

、
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部

員
　

解
散
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散
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機

交
歓
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場

へ
移

動

交
　

歓
　

会
　

【
２

F
　

嵯
峨

 】

交
歓

会
野

川
会

長
・
井

上
副

会
長

・
松

林
副

会
長

岸
本

・
北

村
・
木

下
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田
・
浅

野

閉
　

会
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【
２

F
　

平
安

】
閉
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行

事
に

参
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司 会 ・ 進 行

補 助
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待 機
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【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

待 機
待 機

補
助

係
責

任
者

コ 誘 導

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

シ 誘 導

シ 誘 導

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

【 ２ Ｆ 　 平 安 】 へ 移 動

シ 誘 導

副
主

任
【
１

月
１

８
日

（
木

）
】

N
o
.５

全
体

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
主

任
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←
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行
委

員
役
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京
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市
京
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宇
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綴
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綴
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岡
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０
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２

Ｆ
　

鞍
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3

4
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2
3

4
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2
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3
3

4
1

2
3

4
←
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科

会
担

当

←
出

欠
確

認
（
○

o
r×

）

８
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０

０
◆
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部
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体
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合
会

【
２

Ｆ
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】
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席
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付
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部
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後
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科
会

場
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移
動
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中
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連
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応
（
総

務
部

）
控

室
【
２

F
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】
へ
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分
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会
　

【２
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安
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０

０
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２

０
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を
１
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０
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１
１

：３
０
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Ｆ
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２
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０
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２
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催
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】
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室
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室

【
２

Ｆ
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馬
】
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内

す
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各
会
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令和５年度 第 40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 

［運営部］第１分科会事前打ち合わせ会 

日時 令和６年１月１８日（木）１０：００～１１：００ 場 所 ２階 醍醐 

参加者 

パネリスト 

 

指導助言者 

 

司会者 

運営責任者 

運営部 

 

記録者 

石川県中学校体育連盟   参 与 

茨城県中学校体育連盟   理事長 

(公財)日本中学校体育連盟 副会長 

兵庫県中学校体育連盟   会 長 

兵庫県中学校体育連盟   理事長 

京都大会実行委員会    副会長 

京都大会実行委員      (運営部) 

 

京都大会実行委員        (編集部） 

吉本  祐（ヨシモト ユウ） 

鎮目 英俊（シズメ ヒデトシ） 

田中  節（タナカ マコト） 

角南  寬（スナミ ヒロシ） 

髙尾 賢司（タカオ ケンジ） 

川口 研一（カワグチ ケンイチ） 

安田 真望（ヤスダ マサミ） 日下 道太郎（クサカ ミチタロウ） 

安川 達彦（ヤスカワ タツヒコ）  

風間 卓也（カザマ タクヤ）  田川 穂高（タガワ ホダカ） 

［進行表］ 

時間 プログラム ア   ナ   ウ   ン   ス   内   容 備考(担当) 

10:00 

 

 

開会 

あいさつ 

 

 

 みなさま、おはようございます。 

 ただいまから、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟研

究大会 京都大会 第１分科会の事前打ち合わせ会を開催いたします。 

 この会の主任の「安田 真望(ヤスダ マサミ)」と申します。会の進行を務めさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

 【運営責任者あいさつ】 

 京都大会実行委員会 川口 研一（カワグチ ケンイチ）副会長がご挨拶申し上げま

す。 

運営部 

（安田） 

 

10:01 

 

運営責任者 

あいさつ 

 こんにちは。この分科会の運営責任者で大会実行委員会の 川口 研一と申します。 

・・・・・・・ どうぞよろしくお願いいたします。 

副会長 

（川口） 

10:02 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導助言者 

司会者 

パネリスト 

記録者 

運営部員 

紹介 

（自己紹介） 

 

 

 

 

 

 では、助言をいただきます先生方、司会者、研究発表をしていただく先生方運営担当

のご紹介をいたします。お名前に間違いがありましたら、訂正をお願いいたします。 

 まず、助言をいただきます、 

公益財団法人 日本中学校体育連盟 副会長田中  節（タナカ マコト）様、 

兵庫県中学校体育連盟 会長 角南  寬（スナミ ヒロシ）様、 

司会をしていただきますのは、 

兵庫県中学校体育連盟 理事長 髙尾 賢司（タカオ ケンジ） 様です。 

続きまして、研究発表をしていただきます２名の先生方です。 

始めに、石川県中学校体育連盟 参与 吉本  祐（ヨシモト ユウ）先生です。続き

まして、茨城県中学校体育連盟  理事長 鎮目 英俊（シズメ ヒデトシ）先生です。

石川先生に代わりまして、発表していただきます。 

続きまして、京都大会実行委員会から、 

記録を担当します編集部の鹿野 恭平（カノ キョウヘイ）です。 

最後に、第１分科会の運営を担当しますのは、実行委員会運営部の 安田 真望（ヤ

スダ マサミ）、日下 道太郎（クサカ ミチタロウ）、安川 達彦（ヤスカワ タツ

ヒコ） です。どうぞよろしくお願いいたします。 

運営部 

（安田） 

or 

自己紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:07 

 

 

 

発表順 

発表時間 

指導助言時間 

研究協議時間 

確認 

 それでは、分科会の運営方法についてご説明いたします｡ 

 発表順序ですが、最初に 吉本先生 、次に 鎮目先生 の順でお願いいたします。

なお、発表時間につきましては、お一人１５分程度、指導助言をいただく時間もお一 

人１５分程度で考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

研究協議の時間は、１０：００～１０：２０の２０分間の予定です。 

運営部 

（安田） 
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10:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議内容 

確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では次に、研究発表、研究協議の内容等についての打ち合わせを行いたいと思います。 

ここからは、本日の研究協議で司会をされる、髙尾 賢司（タカオ ケンジ） 様を中

心にお願いいたします。なお、この会の終了時刻は、１１：００頃をめどにしていただ

ければと思います。では、髙尾 様、よろしくお願いいたします。 

 

協議題 

石川県 

発表テーマ「石川県中学校体育連盟の組織と運営」 

          ～新型コロナウイルスに伴う大会中止の過程と 

              地域クラブ活動の大会参加に向けた取組を通して～ 

茨城県 

発表テーマ「中体連の組織及び競技会の在り方とその運営」 

   ～望ましい競技会及び諸課題への対応～ 

※発表内容にかかわる協議題、内容（骨子・資料など）の確認 

※分科会の方向性、ポイント、重点など 

※発表する先生からの要望点など 

※まとめ（提言内容）の検討 

※紙上発表の内容の確認 

※当日、分科会発表は10時55分より、早く終わらない。最終11時30分以前に退室しない。 

 しかし、11時45分にはすべて退室し、空ける。 

運営部 

（安田） 

↓ 

司会者 

髙尾 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:50 

 

 

 

 

 

京都大会 

実行委員会 

最終確認 

 

 

 

（司会者・パネリスト・助言者の打ち合わせが終わったら） 

 先生方どうもありがとうございました。それでは、京都大会実行委員から機器の取り

扱い、その他について何か確認しておくことはありませんか。 

【確認する】 

 ※資料については、基本的にはパワーポイントでの確認。もし、印刷物がある場合は、

こちらで預かる。 

運営部 

（安田） 

 

 

 

 

10:55 全体最終確認 最後に、全体を通して何かご要望、ご質問等がございましたら、お申し付けください。 運営部 

（安田） 

11:00 

目安に 

終了 

 

 

 

 

 

 

閉会 

あいさつ 

 

 

リハーサル 

（作動確認） 

 

 

 

 それでは、以上をもちまして、第１分科会の事前打ち合わせ会を終了させていただき

ます。みなさまお疲れ様でした。明日の分科会、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、パネリストの方は機器の作動確認を行います。京都大会実行委員会運営

部が対応いたしますので、よろしくお願いいたします。 

なお、昼食につきましては【場所：２F 醍醐】、日本中体連の先生につきましては控室

にご用意いたしますので時間になりましたらそちらにお集まりください。 

（昼食は１１：００～１２：００）※ １１：００には搬入予定 

 また、このあと「全体会」が開催されます。１２：４５から開会行事となりますので、

時間に間に合わせてお集まりください。 

運営部 

（安田） 

 

補助係対応 
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令和５年度 第 40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 

［運営部］第２分科会事前打ち合わせ会 

日時 令和６年１月１８日（木）１０：００～１１：００ 場 所 ２階 醍醐 

参加者 

パネリスト 

 

 

指導助言者 

 

司会者 

運営責任者 

運営部 

 

記録者 

愛知県中小学校体育連盟   研究部協力員 

秋田県中学校体育連盟    研究委員 

              研究委員 

(公財)日本中学校体育連盟  副会長 

滋賀県中学校体育連盟    会 長 

滋賀県中学校体育連盟    理事長 

京都大会実行委員会     副会長 

京都大会実行委員       (運営部) 

 

京都大会実行委員         (編集部） 

三山 直彦（ミヤマ ナオヒコ） 

成田裕一郎（ナリタ ユウイチロウ） 

鎌田 祐輔（カマダ ユウスケ） 

小野坂寧晃（オノサカ ヤステル） 

髙田  毅（タカダ タケシ） 

森   寛（モリ ヒロシ） 

片岡 真澄（カタオカ マスミ） 

平舘 一馬（ヒラタテ カズマ） 伊達 祐二（ダテ ユウジ） 

小西 太二（コニシ タイジ）  竹野  理（タケノ サトシ） 

上久保 聖（カミクボ サトル）  永井 伸樹（ナガイ ノブキ） 

［進行表］ 

時間 プログラム ア   ナ   ウ   ン   ス   内   容 備考(担当) 

10:00 

 

 

開会 

あいさつ 

 

 

 みなさま、おはようございます。 

 ただいまから、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟研

究大会 京都大会 第２分科会の事前打ち合わせ会を開催いたします。 

 この会の主任の「平舘 一馬（ヒラタテ カズマ）」と申します。会の進行を務めさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

 【運営責任者あいさつ】 

京都大会実行委員会 片岡 真澄（カタオカ マスミ） 副会長がご挨拶申し上げま

す。 

運営部 

（平舘） 

10:01 

 

運営責任者 

あいさつ 

 こんにちは。この分科会の運営責任者で大会実行委員会の 片岡 真澄と申します。 

・・・・・・・ どうぞよろしくお願いいたします。 

副会長 

（平舘） 

10:02 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導助言者 

司会者 

パネリスト 

記録者 

運営部員 

紹介 

（自己紹介） 

 

 

 

 

 

 では、助言をいただきます先生方、司会者、研究発表をしていただく先生方運営担当

のご紹介をいたします。お名前に間違いがありましたら、訂正をお願いいたします。 

 まず、助言をいただきます、 

公益財団法人 日本中学校体育連盟 副会長 小野坂寧晃（オノサカ ヤステル）様、 

滋賀県中学校体育連盟 会長 髙田  毅（タカダ タケシ） 様、 

司会をしていただきますのは、 

滋賀県中学校体育連盟 理事長 森   寛（モリ ヒロシ）様です。 

続きまして、研究発表をしていただきます３名の先生方です。 

始めに、愛知県中学校体育連盟 研究部協力員 三山 直彦（ミヤマ ナオヒコ） 先

生です。続きまして、秋田県小中学校体育連盟 事務局次長 成田裕一郎（ナリタ ユウ

イチロウ）先生、鎌田 祐輔（カマダ ユウスケ）先生です。 

続きまして、京都大会実行委員会から、 

記録を担当します編集部の田川 穂高（タガワ ホダカ）です。 

最後に、第２分科会の運営を担当しますのは、実行委員会運営部の平舘 一馬（ヒラ

タテ カズマ）、伊達 祐二（ダテ ユウジ）小西 太二（コニシ タイジ） 竹野  理

（タケノ サトシ）です。どうぞよろしくお願いいたします。 

運営部 

（平舘） 

or 

自己紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:07 

 

 

 

発表順 

発表時間 

指導助言時間 

研究協議時間 

確認 

 それでは、分科会の運営方法についてご説明いたします｡ 

発表順序ですが、最初に三山先生、次に成田先生、鎌田先生の順でお願いいたします。 

なお発表時間につきましては、お一人１５分程度、指導助言をいただく時間もお一人

１５分程度で考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

研究協議の時間は、１０：００～１０：２０の２０分間の予定です。 

運営部 

（平舘） 
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10:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議内容 

確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では次に、研究発表、研究協議の内容等についての打ち合わせを行いたいと思います。 

ここからは、本日の研究協議で司会をされる、森   寛（モリ ヒロシ）様を中心

にお願いいたします。なお、この会の終了時刻は、１１：００頃をめどにしていただけ

ればと思います。では、森 様、よろしくお願いいたします。 

 

協議題 

愛知県 

発表テーマ「様々な運動機会を通して、主体的に運動し、 

     自らの体力を伸ばそうとする生徒の育成」 

      ～部活動における運動機会を通して～ 

                           

秋田県 

発表テーマ「意欲喚起につながる複数校合同チームの実践」 

             ～選手・顧問が「達成感」を味わう活動を目指して～ 

                             

※発表内容にかかわる協議題、内容（骨子・資料など）の確認 

※分科会の方向性、ポイント、重点など 

※発表する先生からの要望点など 

※まとめ（提言内容）の検討 

※紙上発表の内容の確認 

※当日、分科会発表は10時55分より、早く終わらない。最終11時30分以前に退室しない。 

 しかし、11時45分にはすべて退室し、空ける。 

運営部 

（平舘） 

↓ 

司会者 

森 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:50 

 

 

 

 

 

京都大会 

実行委員会 

最終確認 

 

 

 

（司会者・パネリスト・助言者の打ち合わせが終わったら） 

 先生方どうもありがとうございました。それでは、京都大会実行委員から機器の取り

扱い、その他について何か確認しておくことはありませんか。 

【確認する】 

 ※資料については、基本的にはパワーポイントでの確認。もし、印刷物がある場合は、

こちらで預かる。 

運営部 

（平舘） 

 

 

 

 

10:55 全体最終確認 最後に、全体を通して何かご要望、ご質問等がございましたら、お申し付けください。 運営部 

（平舘） 

11:00 

目安に 

終了 

 

 

 

 

 

 

閉会 

あいさつ 

 

 

リハーサル 

（作動確認） 

 

 

 

 それでは、以上をもちまして、第２分科会の事前打ち合わせ会を終了させていただき

ます。みなさまお疲れ様でした。本日の分科会、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、パネリストの方は機器の作動確認を行います。京都大会実行委員会運営

部が対応いたしますので、よろしくお願いいたします。 

なお、昼食につきましては【場所：２F 醍醐】、日本中体連の先生につきましては控室

にご用意いたしますので時間になりましたらそちらにお集まりください。 

（昼食は１１：００～１２：００）※ １１：００には搬入予定 

 また、このあと「全体会」が開催されます。１２：４５から開会行事となりますので、

時間に間に合わせてお集まりください。 

 

運営部 

（平舘） 

 

補助係対応 
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令和５年度 第 40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 

［運営部］第３分科会事前打ち合わせ会 

日時 令和６年１月１８日（木）１０：００～１１：００ 場 所 ２階 醍醐 

参加者 

パネリスト 

 

指導助言者 

 

司会者 

運営責任者 

運営部 

 

記録者 

北海道中学校体育連盟   調査研究専門委員 

北海道中学校体育連盟   調査研究専門委員 

岡山県中学校体育連盟   調査研究部理事長 

(公財)日本中学校体育連盟 副会長 

和歌山県中学校体育連盟  会 長 

和歌山県中学校体育連盟  副会長 

京都大会実行委員会    副会長 

京都大会実行委員      (運営部) 

 

京都大会実行委員        (編集部） 

三根貫太朗（ミネ カンタロウ） 

安榮 大和（アンエイ ヤマト） 

山地 美秀（ヤマジ ヨシヒデ） 

五十嵐守男（イガラシ モリオ） 

𠮷川  豊（ヨシカワ ユタカ） 

溝渕 俊二（ミゾブチ シュンジ） 

松林周一郎（マツバヤシ シュウイチロウ） 

石原 直明（イシハラ ナオアキ） 坂井 一行（サカイ カズユキ） 

長谷川 孝（ハセガワ タカシ） 三谷 武史（ミタニ タケシ）  

松嶺  宰（マツミネ ツカサ） 平井 亮司（ヒライ リョウジ） 

［進行表］ 

時間 プログラム ア   ナ   ウ   ン   ス   内   容 備考(担当) 

10:00 

 

 

開会 

あいさつ 

 

 

 みなさま、おはようございます。 

 ただいまから、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟研

究大会 京都大会 第３分科会の事前打ち合わせ会を開催いたします。 

 この会の主任の「石原 直明（イシハラ ナオアキ）」と申します。会の進行を務め

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 【運営責任者あいさつ】 

京都大会実行委員会 松林周一郎（マツバヤシ シュウイチロウ）副会長がご挨拶申し上げ

ます。 

運営部 

（石原） 

10:01 

 

運営責任者 

あいさつ 

 こんにちは。この分科会の運営責任者で大会実行委員会の松林周一郎と申します。 

・・・・・・・ どうぞよろしくお願いいたします。 

副会長 

（松林） 

10:02 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導助言者 

司会者 

パネリスト 

記録者 

運営部員 

紹介 

（自己紹介） 

 

 

 

 

 

 では、助言をいただきます先生方、司会者、研究発表をしていただく先生方運営担当

のご紹介をいたします。お名前に間違いがありましたら、訂正をお願いいたします。 

 まず、助言をいただきます、 

公益財団法人 日本中学校体育連盟 副会長 五十嵐守男（イガラシ モリオ）様、 

和歌山県中学校体育連盟 会長 𠮷川  豊（ヨシカワ ユタカ）様、 

司会をしていただきますのは、 

和歌山県中学校体育連盟 副会長 溝渕 俊二（ミゾブチ シュンジ）様です。  

続きまして、研究発表をしていただきます２名の先生方です。 

始めに、北海道中学校体育連盟 調査研究専門委員 三根貫太朗（ミネ カンタロウ）、

先生です。続きまして、岡山県中学校体育連盟 調査研究部理事長 山地 美秀（ヤマ

ジ ヨシヒデ）先生です。 

続きまして、京都大会実行委員会から、 

記録を担当します編集部の永井 伸樹（ナガイ ノブキ）です。 

最後に、第３分科会の運営を担当しますのは、実行委員会運営部の石原 直明（イシ

ハラ ナオアキ）、坂井 一行（サカイ カズユキ）、長谷川 孝（ハセガワ タカシ）、

三谷 武史（ミタニ タケシ）です。どうぞよろしくお願いいたします。 

運営部 

（石原） 

or 

自己紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:07 

 

 

 

発表順 

発表時間 

指導助言時間 

研究協議時間 

確認 

 それでは、分科会の運営方法についてご説明いたします｡ 

 発表順序ですが、最初に 三根 先生、安榮 先生、次に 山地 先生の順でお願い

いたします。なお、発表時間につきましては、お一人１５分程度、指導助言をいただ

く時間もお一人１５分程度で考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

研究協議の時間は、１０：００～１０：２０の２０分間の予定です。 

運営部 

（石原） 
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10:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議内容 

確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では次に、研究発表、研究協議の内容等についての打ち合わせを行いたいと思います。 

ここからは、本日の研究協議で司会をされる、溝渕 様を中心にお願いいたします。な

お、この会の終了時刻は、１１：００頃をめどにしていただければと思います。では、  

様、よろしくお願いいたします。 

 

協議題 

北海道 

発表テーマ「北海道・石狩管内における「地域部活動」の在り方について」 

～持続可能な大会運営を目指して～ 

岡山県 

発表テーマ「岡山県における地域単位で支える運動部活動経営の在り方」 

～磐梨 DreamTownプロジェクト～ 

※発表内容にかかわる協議題、内容（骨子・資料など）の確認 

※分科会の方向性、ポイント、重点など 

※発表する先生からの要望点など 

※まとめ（提言内容）の検討 

※紙上発表の内容の確認 

※当日、分科会発表は10時55分より、早く終わらない。最終11時30分以前に退室しない。 

 しかし、11時45分にはすべて退室し、空ける。 

運営部 

（石原） 

↓ 

司会者 

溝渕 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:50 

 

 

 

 

 

京都大会 

実行委員会 

最終確認 

 

 

 

（司会者・パネリスト・助言者の打ち合わせが終わったら） 

 先生方どうもありがとうございました。それでは、京都大会実行委員から機器の取り

扱い、その他について何か確認しておくことはありませんか。 

【確認する】 

 ※資料については、基本的にはパワーポイントでの確認。もし、印刷物がある場合は、

こちらで預かる。 

運営部 

（石原） 

 

 

 

 

10:55 全体最終確認 最後に、全体を通して何かご要望、ご質問等がございましたら、お申し付けください。 運営部 

（石原） 

11:00 

目安に 

終了 

 

 

 

 

 

 

閉会 

あいさつ 

 

 

リハーサル 

（作動確認） 

 

 

 

 それでは、以上をもちまして、第３分科会の事前打ち合わせ会を終了させていただき

ます。みなさまお疲れ様でした。本日の分科会、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、パネリストの方は機器の作動確認を行います。京都大会実行委員会運営

部が対応いたしますので、よろしくお願いいたします。 

なお、昼食につきましては【場所：２F 醍醐】、日本中体連の先生につきましては控室

にご用意いたしますので時間になりましたらそちらにお集まりください。 

（昼食は１１：００～１２：００）※ １１：００には搬入予定 

 また、このあと「全体会」が開催されます。１２：４５から開会行事となりますので、

時間に間に合わせてお集まりください。 

運営部 

（石原） 

 

 

補助係対応 
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令和５年度 第 40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 

［運営部］第４分科会事前打ち合わせ会進行表 

日時 令和６年１月１８日（木）１０：００～１１：００ 場 所 ２階 醍醐 

参加者 

パネリスト 

 

指導助言者 

 

司会者 

運営責任者 

運営部 

 

記録者 

徳島県中学校体育連盟   事務局次長 

宮崎県中学校体育連盟   副理事長 

(公財)日本中学校体育連盟 副会長 

大阪中学校体育連盟    理事長 

大阪中学校体育連盟    顧問 

京都大会実行委員会    副会長 

京都大会実行委員      (運営部) 

 

京都大会実行委員        (編集部） 

近藤俊一郎（コンドウ シュンイチロウ） 

佐藤 雄太（サトウ ユウタ） 

金子 哲朗（カネコ テツロウ） 

西田 知浩（ニシダ チヒロ） 

林 憲治郎（ハヤシ ケンジロウ） 

井上 達夫（イノウエ タツオ） 

中森 胤人（ナカモリ カズト） 株田 裕大（カブタ ユウダイ） 

    谷 健太郎（タニ ケンタロウ）  

野村 真司（ノムラ シンジ） 西村 克人（ニシムラ カツト） 

［進行表］ 

時間 プログラム ア   ナ   ウ   ン   ス   内   容 備考(担当) 

10:00 

 

 

開会 

あいさつ 

 

 

 みなさま、おはようございます。 

 ただいまから、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟研

究大会 京都大会 第４分科会の事前打ち合わせ会を開催いたします。 

 この会の主任の「中森 胤人（ナカモリ カズヒト）」と申します。会の進行を務め

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 【運営責任者あいさつ】 

京都大会実行委員会 井上 達夫（イノウエ タツオ）副会長がご挨拶申し上げます。 

運営部 

（中森） 

10:01 

 

運営責任者 

あいさつ 

 こんにちは。この分科会の運営責任者で大会実行委員会の 井上 達夫 と申します。 

・・・・・・・ どうぞよろしくお願いいたします。 

副会長 

（井上） 

10:02 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導助言者 

司会者 

パネリスト 

記録者 

運営部員 

紹介 

（自己紹介） 

 

 

 

 

 

 では、助言をいただきます先生方、司会者、研究発表をしていただく先生方運営担当

のご紹介をいたします。お名前に間違いがありましたら、訂正をお願いいたします。 

 まず、助言をいただきます、 

公益財団法人 日本中学校体育連盟 副会長 金子 哲朗（カネコ テツロウ）様、大

阪中学校体育連盟 理事長 西田 知浩（ニシダ チヒロ）様、 

司会をしていただきますのは、 

大阪中学校体育連盟  顧問 林 憲治郎（ハヤシ ケンジロウ）様です。 

続きまして、研究発表をしていただきます２名の先生方です。 

始めに、徳島県中学校体育連盟 事務局次長 近藤俊一郎（コンドウ シュンイチロウ）

先生です。続きまして、宮崎県中学校体育連盟 副理事長 佐藤 雄太（サトウ ユウタ）

先生です。 

続きまして、京都大会実行委員会から、 

記録を担当します編集部の西村 克人（ニシムラ カツト）です。 

最後に、第４分科会の運営を担当しますのは、実行委員会運営部の中森 胤人（ナカ

モリ カズヒト）、株田 裕大（カブタ ユウダイ）、谷 健太郎（タニ ケンタロウ）

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

運営部 

（中森） 

or 

自己紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:07 

 

 

 

発表順 

発表時間 

指導助言時間 

研究協議時間 

確認 

 それでは、分科会の運営方法についてご説明いたします｡ 

 発表順序ですが、最初に 近藤先生、次に 佐藤先生の順でお願いいたします。なお、

発表時間につきましては、お一人１５分程度、指導助言をいただく時間もお一人１５

分程度で考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

研究協議の時間は、１０：００～１０：２０の２０分間の予定です。 

運営部 

（中森） 
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10:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議内容 

確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では次に、研究発表、研究協議の内容等についての打ち合わせを行いたいと思います。 

ここからは、本日の研究協議で司会をされる、林 様を中心にお願いいたします。なお、

この会の終了時刻は、１１：００頃をめどにしていただければと思います。 

では 林 様、よろしくお願いいたします。 

 

協議題 

徳島県 

発表テーマ「生徒減少期における運動部活動の在り方」 

～拠点校部活動に着目して～ 

宮崎県 

発表テーマ「当面する運動部活動の諸問題」 

～競技力向上検討委員会の取組を通して～ 

※発表内容にかかわる協議題、内容（骨子・資料など）の確認 

※分科会の方向性、ポイント、重点など 

※発表する先生からの要望点など 

※まとめ（提言内容）の検討 

※紙上発表の内容の確認 

※当日、分科会発表は10時55分より、早く終わらない。最終11時30分以前に退室しない。 

 しかし、11時45分にはすべて退室し、空ける。 

運営部 

（中森） 

↓ 

司会者 

林 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:50 

 

 

 

 

 

京都大会 

実行委員会 

最終確認 

 

 

 

（司会者・パネリスト・助言者の打ち合わせが終わったら） 

 先生方どうもありがとうございました。それでは、京都大会実行委員から機器の取り

扱い、その他について何か確認しておくことはありませんか。 

【確認する】 

 ※資料については、基本的にはパワーポイントでの確認。もし、印刷物がある場合は、

こちらで預かる。 

運営部 

（中森） 

 

 

 

 

10:55 全体最終確認 最後に、全体を通して何かご要望、ご質問等がございましたら、お申し付けください。 運営部 

（中森） 

11:00 

目安に 

終了 

 

 

 

 

 

 

閉会 

あいさつ 

 

 

リハーサル 

（作動確認） 

 

 

 

 それでは、以上をもちまして、第４分科会の事前打ち合わせ会を終了させていただき

ます。みなさまお疲れ様でした。本日の分科会、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、パネリストの方は機器の作動確認を行います。京都大会実行委員会運営

部が対応いたしますので、よろしくお願いいたします。 

なお、昼食につきましては【場所：２F 醍醐】、日本中体連の先生につきましては控

室にご用意いたしますので時間になりましたらそちらにお集まりください。 

（昼食は１１：００～１２：００）※ １１：００には搬入予定 

 また、このあと「全体会」が開催されます。１２：４５から開会行事となりますので、

時間に間に合わせてお集まりください。 

運営部 

（中森） 

 

 

補助係対応 
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令和５年度 第 40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 
［運営部］第１日目全体会進行表（アナウンス原稿）No.1 

(開会行事) 
時 間 プログラム ア ナ ウ ン ス 内 容  【行動内容】 備考(担当) 

１２：２０ 開式案内 まもなく、令和５年度第40回記念大会公益財団法人 日本中学校体育連盟 

研究大会 京都大会の開会行事を行います。 

 参加者の皆様で、受付がまだお済みでない方がいらっしゃいましたら 

【２階 平安前】にて受付をお願いいたします。 

また、会場内での携帯電話のご使用は、他のみなさまのご迷惑となりますの

で、電源をお切りになるか、マナーモードにしていただきますよう、ご協力を

お願いいたします。 

運営部 

（北村） 

１２：３０ ＢＧＭ開始     【運営部（井嵜）の指示によりＢＧＭを流す】 （式典係）対応 

１２：４０ 登壇者着席確認     【総務部と連携して案内し確認する】 ・  ・   

１２：４４ ＢＧＭ終了     【運営部（井嵜）の指示によりＢＧＭを切る】  （式典係）対応 

１２：４４ 黙祷 開会に先立ちまして、１月１日に令和６年能登半島地震により逝去（せい

きょ）されました被害者の方々へ哀悼（あいとう）の意を表して黙祷をささ

げたいと思います。皆さまご起立を願います。黙祷 

ありがとうございます。おなおりください。 

被災されたすべての方々に、心からお見舞い申し上げます。 

運営部 

（北村） 

１２：４５ 開式通告  皆様、お待たせいたしました。                    

ただいまから、令和５年度第40回記念大会公益財団法人日本中学校体育連盟研

究大会 京都大会の開会行事を行います。 

本日の全体会の進行役を務めます、京都大会実行委員会 副委員長の    

（北村）です。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

(軽く礼） 

運営部 

（北村） 

１２：４６ 開会の言葉  はじめに、開会の言葉を 京都大会実行委員会 副会長 井上 達夫 （イ

ノウエ タツオ）が申し上げます。 

北村 

 

「開会の言葉」 井上副会長 

１２：４７ 国歌・日本中学 

校体育連盟歌 

 続きまして、国歌、並びに公益財団法人 日本中学校体育連盟歌の斉唱を行

います。 

 会場の皆様、どうぞ、ご起立をお願いいたします。前奏に引き続き、ご斉唱

ください。 

運営部 

（北村） 

「国歌・日本中学校体育連盟歌斉唱」 

 【国歌に続いて連盟歌のテープを流す】 

（式典係）対応 

（井嵜）指示 

 ありがとうございました。 どうぞ、ご着席ください。 運営部（北村） 

１２：５０ 

 

 

１２：５３ 

主催者挨拶 

 

   挨拶１  

 

 

   挨拶２ 

続きまして、公益財団法人 日本中学校体育連盟 会長 齊藤 正富    

（サイトウ マサトミ）がご挨拶申し上げます。  

運営部 

（北村） 

「主催者挨拶」(日本中体連挨拶) 齊藤会長 

 続きまして、京都府教育委員会 教育長 前川 明範（マエカワ アキノリ）

がご挨拶申し上げます。 

運営部 

（北村） 

「主催者挨拶」（開催県挨拶） 前川教育長 

１２：５４ 祝辞  ここで、ご臨席を賜りましたご来賓の皆様を代表しまして、スポーツ庁地域

スポーツ課長 橋田 裕（ハシダ ヒロシ）様からご祝辞をいただきます。 

運営部 

（北村） 

「祝 辞」 橋田 様 

ありがとうございました。 運営部（北村） 

１２：５７ 歓迎のことば  続きまして、開催地 京都市より、京都市教育長 稲田 新吾（イナダ シ

ンゴ）が、歓迎の言葉を申し上げます。 

運営部 

（北村） 

「歓迎のことば」 稲田教育長 

 ありがとうございました。 運営部（北村） 

１３：００ 来賓等紹介 ここで、ご来賓のみなさまを 大会実行委員会 副会長 川口 研一 （カワ

グチ ケンイチ）がご紹介いたします。 

運営部 

（北村） 

「来賓紹介」※別紙参照 川口副会長 
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令和５年度 第 40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 
［運営部］第１日目全体会進行表（アナウンス原稿）No.２ 

時 間 プログラム ア ナ ウ ン ス 内 容  【行動内容】 備考(担当) 

１３：０３ 基調報告 続きまして、大会実行委員会 会長 野川 晋司（ノガワ シンジ）が本大会

の基調報告を申し上げます。 

運営部 

（北村） 

「基調報告」 野川会長 

１３：０５ 閉式通告 以上を持ちまして、第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟研究

大会京都大会の開会行事を終了いたします。 

ここで来賓の方々が退場されますが、会場の皆様はそのままお待ちください。 

運営部 

（北村） 

１３：０７ 登壇者退席 

 

※来賓は野川会長・川口副会長・運営部(井嵜)、日本中体連役員は運営部(髙橋、

水主川) 

来賓(帰る方)：(教育長)・(校長会)の見送り→野川会長 

来賓(控室)：川口副会長・中鉢 

野川会長 

川口副会長 

運営部 

１３：１０ 日程説明及び 

諸連絡 

 (来賓退場をみはからい） 続きまして、今後の日程説明並びに諸連絡を 大

会実行委員会 委員長 岸本 卓也（キシモト タクヤ）が申し上げます。 

運営部 

（北村） 

「日程説明、並びに諸連絡」 

《この後の予定、講演会、分科会の開始時刻、紀要の販売、時間調整等》 

岸本委員長 

このあと、講演を行います。会場の皆様は、しばらくお待ち下さい。   

（※ 休憩ではない） 

運営部 

（北村） 

１３：２４ 講演者登壇確認 【会場部でステージ上の設定確認、浅野事務局長が講師を誘導】 会場部 

(講演) 
時 間 プログラム ア ナ ウ ン ス 内 容  【行動内容】 備考(担当) 

１３：２５ 講師紹介の案内  それでは、第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟研究大会 

京都大会全体会の講演をはじめさせていただきます。 

 本日、講演会の進行役を務めさせていただきます 京都大会実行委員会 運

営部の水主川（カコガワ）です。よろしくお願いいたします。 

 

 初めに、京都大会実行委員会 運営部 北村 眞也（キタムラ シンヤ）が

講師のご紹介をいたします。 

運営部 

（水主川） 

１３：２７ 

 

 

講師紹介  それでは、本日の講師の先生をご紹介いたします。 

中澤 篤史（ナカザワ アツシ）氏は・・・※別紙参照 

それでは、中澤様、よろしくお願いいたします。 

運営部 

（北村） 

（司会者席へ） 

 

１３：３０ 

 

講演 

 

【講演】 

「中体連と全中の歴史〜これからの中学

校運動部活動を考えるために〜」 

中澤氏 

 

１４：４５ 

 

 

１４：４７ 

講演終了 

 

 

謝辞 

 

花束贈呈 

退 席 

 中澤 篤史（ナカザワ アツシ）様、ありがとうございました。 

お礼の言葉を 京都大会実行委員会 副会長 川口 研一（カワグチ ケンイ

チ）が申し上げます。 

 本日は、「中体連と全中の歴史〜これからの中学校運動部活動を考えるため

に〜」の演題のもと・・・※別紙参照 

※謝辞後、花束を渡す。(総務部：木下がサポート) 

 川口副会長：花束を渡したあと、そのまま講師を退場案内する。 

 講師の中澤様に、今一度大きな拍手をお願いいたします。 

 ※ 講師退席 誘導：川口副会長、補助(運営部：安田) 

 これを持ちまして講演を終了いたします。 

運営部 

（水主川） 

 

川口副会長 

 

 

運営部 

（水主川） 

山下副会長 

運営部（水主川） 

１４：４９ 諸連絡  ただ今から、休憩に入ります。シンポジウムは１５時００分より開始いたし

ます。では、ご休憩ください。 

運営部 

（水主川） 

１４：５０ 休憩・移動  休憩【会場部と連携し、会場設定と確認を行う】 (三谷・谷) 
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令和５年度 第 40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 
［運営部］第１日目全体会進行表（アナウンス原稿）No.３ 

(シンポジウム) 
時 間 プログラム ア ナ ウ ン ス 内 容  【行動内容】 備考(担当) 

１４：５５ 

 

 

１４：５８ 

開始案内 

 

 

登壇者着席確認 

 研究大会参加者の皆様、まもなく、シンポジウムが始まりますので、席にお

着きくださいますよう、お願いいたします。 

【野川会長・運営部(北村)が連携して誘導・確認する】 

※ 誘導補助 石原・中森・坂井・株田 (運営部) 

運営部（髙橋） 

野川会長 

運営部 

総務部 

１４：５９ シンポジウム  シンポジウムに先立ちまして、本日のコーディネーター、シンポジストの方

々のプロフィールを大会紀要の83～89ページに掲載しておりますのでご覧く

ださい。（少し間をとる） 

 それでは、シンポジウムを開始いたします。            

 まず初めに、コーディネーターのご紹介をいたします。 

 ステージ向かって左側におられますのが「コーディネーター」をお務めいた

だきます、森脇 健児（モリワキ ケンジ）様です。それでは、シンポジスト

の紹介を含め、森脇様よろしくお願いいたします。 

運営部 

（髙橋） 

※森脇様のシンポジストのご紹介（五十音順）で、シンポジウムがスタートす

る。 

・ 京都府立北嵯峨高等学校 教諭 

  大村 加奈子（オオムラ カナコ）様 

・ 花王陸上競技部 監督 

  高岡 寿成（タカオカ トシナリ）様 

・ オリックスバファローズ 投手 

  平野 佳寿 (ヒラノ ヨシヒサ）様 

・ 大阪体育大学 水上競技部 選手 

宇津木 美都（ウツギ ミクニ）様 

森脇様 

１５：００ 

 

 

 

１６：４４ 

開始 

 

 

 

終了 

～シンポジウムの進め方～ 

「各シンポジストによる提言」  

「提言をもとにデイスカッション」 

「質疑応答」【質疑用マイクは、運営部でスタンバイ】 

マイク準備 

運営部 

三谷・谷 

《コーディネーターによるまとめ及び終了の挨拶》 

１６：４５ 

 

 

 

 

 

 

 

１６：４６ 

終了通告 

 

 

 

 

 

 

 

シンポジウム 

    終了 

 これをもちまして、シンポジウムを終了いたします。 

 コーディネーターの森脇（モリワキ）様、シンポジストの大村(オオムラ)

様、高岡(タカオカ)様、平野(ヒラノ)様、宇津木(ウツギ)様、ありがとうござ

いました。 

 本日は、それぞれのご専門の立場から、研究テーマに沿ったお話をしていた

だき、参加者の皆様には、大変参考になったのではないかと存じます。心より

感謝申し上げます。 

 

 シンポジストの皆様の、今後ますますのご活躍をお祈りいたします。 

それでは、コーディネーターとシンポジストの皆様が、退席されます。 

今一度、大きな拍手をお願いいたします。 

 

※ 誘導補助 水主川・石原・中森・坂井・株田 (運営部) 

運営部 

（髙橋） 

 

 

 

 

 

運営部 

（髙橋） 

 

 

運営部 

１６：４７ 閉会行事準備  引き続き、閉会行事に移らせていただきます。準備のお時間をいただきます

ので、そのまましばらくお待ち下さい。 

運営部 

（髙橋） 
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令和５年度 第 40回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 
［運営部］第１日目全体会進行表（アナウンス原稿）No.４ 

(次期開催県あいさつ) 
時 間 プログラム ア ナ ウ ン ス 内 容  【行動内容】 備考(担当) 

１６：５０ 開式通告 皆様、お待たせいたしました。                    

ただいまより、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校

体育連盟 研究大会 京都大会の閉会行事を行います。 

運営部 

（北村） 

１６：５１ 次期開催県挨拶  本研究大会の次期開催地 石川県を代表いたしまして、石川県中学校体育

連盟 会長 可長 俊太（カチョウ シュンタ）様から、ご挨拶をいただき

ます。 

運営部 

（北村） 

「次期開催県挨拶」 可長会長 

 ありがとうございました。 運営部（北村） 

１６：５６ 閉会の言葉  最後に、本大会実行委員会を代表いたしまして、京都府中学校体育連盟 

会長 野川 晋司（ノガワ シンジ）が、閉会の言葉を申し上げます。 

運営部 

（北村） 

「閉会の言葉」※別紙参照 野川会長 

１７：００ 全日程終了通告  以上をもちまして、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中

学校体育連盟研究大会京都大会の第１日目を終了いたします。 

 明日は分科会の開催となっております。 

各分科会会場に８時４５分にお越しください。受付などはございません。 

本日、受付時に配布した座席表をご覧になり、ご着席をお願いいたします。 

また、お手持ちのネームプレートをそのままお持ちいただき、明日の分科 

会にて着用していただきますよう、お願いいたします。 

 なお、交歓会に参加される方々は、１８時より【２F 嵯峨】にて行いま

す。受付は、17時30分より行います。ネームプレートをお持ちいただくよう

にお願いいたします。 

 本日は、お疲れ様でした。 

運営部 

（北村） 

＊終了後退場誘導補助：  ・  ・  ・  ・  ・    

 

運営部：補助係 → 会場の忘れ物、落とし物の確認 

：主任、副主任 → 退場案内、交通機関、クロークの案内などを補助する  
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令和５年度 第 40 回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 
［運営部］第１分科会進行表（アナウンス原稿） 

時 間 プログラム ア   ナ   ウ   ン   ス   内   容 備考(担当) 

9:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行概略説明 

 

 

 

 

 

司会者の紹介 

 

 みなさん、こんにちは。 

 ただいまから、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究大会

京都大会 第１分科会を開催いたします。 

 なお、会場内での携帯電話は他の皆様のご迷惑となりますので、ご使用にならないようご協力

をお願いいたします。 

 私はこの会の進行を務めさせていただきます、京都大会実行委員の安田 真望(ヤスダ マサ

ミ)です。記録を務めますのは、京都大会実行委員会編集部の風間 卓也（カザマ タクヤ）

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 第１分科会のテーマは、｢中体連の組織及び競技会の在り方とその運営｣となっています。みな

さんのお手元にございます研究紀要の27ページから40ページに掲載されております。 

 次に、この会の進行について簡単に説明させていただきます。 

 第１分科会の研究テーマのもと、それぞれ２名の先生方に研究発表をしていただきその後にパ

ネルディスカッション形式で研究協議を行います。時間に限りがございますが、この会が有意義

で実りある会になりますよう、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 では、本分科会の司会者をご紹介いたします。 

 兵庫県中学校体育連盟 髙尾 賢司（タカオ ケンジ）理事長です。 

 それでは、これから研究発表並びに研究協議に移らせていただきます｡ 

髙尾理事長、よろしくお願いいたします。             

運営部 

（安田） 

（柔らかい

雰囲気で進

行をすすめ

る） 

 

 

 

運営部 

（安田） 

 

 

 

 

運営部 

（安田） 

9:12 司会者あいさつ ～ 兵庫県中学校体育連盟 髙尾理事長  ～ 髙尾理事長 

9:15 

 

 

 

 

 

 

 

指導助言者 

及び 

発表者の紹介 

 

 

 

 

 

 

【指導助言者】(公財)日本中学校体育連盟 副会長 田中  節（タナカ マコト）様 

        兵庫県中学校体育連盟 会長角南  寬（スナミ ヒロシ）様 

【発表者】石川県中学校体育連盟  石川県中体連 参与 吉本  祐（ヨシモト ユウ）様                              

 発表テーマ「石川県中学校体育連盟の組織と運営」～新型コロナウイルスに伴う大会中止の過程と              

地域クラブ活動の大会参加に向けた取組を通して～ 

【発表者】茨城県中学校体育連盟 副会長 石川  洋（イシカワ ヒロシ）様に代わりまして、

茨城県中学校体育連盟 理事長 鎮目 英俊（シズメ ヒデトシ）様 

  発表テーマ「中体連の組織及び競技会の在り方とその運営」 

   ～望ましい競技会及び諸課題への対応～ 

※紙上発表として、兵庫県中学校体育連盟の研究内容が研究紀要に掲載されています。 

髙尾理事長 

9:20 

 

研究発表 

 

（１５分） （ 石川県中学校体育連盟 ） 

（１５分） （ 茨城県中学校体育連盟 ） 

発表者 

(２名） 

9:50 休  憩 進行状況により、変更あり。  

10:00 研究協議 （２０分） ※ 着席をうながし、研究協議にはいる。   髙尾理事長 

10:20 

 

 

指導助言 

 

 

指導助言（一人１５分程度） 

     （ 兵庫県中学校体育連盟 会長角南  寬（スナミ ヒロシ）） 

     （  (公財)日本中学校体育連盟 副会長 田中  節（タナカ マコト）） 

指導助言者 

(２名） 

10:50 司会者あいさつ まとめ及びあいさつ 髙尾理事長 

10:55 

 

閉会行事 

（分科会） 

 以上をもちまして、研究発表並びに研究協議を終了いたします。 

なお、研究紀要に紙上発表も掲載されております、こちらの方は十分に研究協議ができません 

でしたが、素晴らしい発表が掲載されていますので、今一度研究内容を一読いただき、ご活用く

ださい。 

それでは、壇上の先生方に、もう一度盛大な拍手をお送りください。 

ありがとうございました。 

運営部 

（安田） 

11:00 （終了）  これをもちまして、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究

大会京都大会 第１分科会を終了いたします。 

運営部 

（安田） 

11:17 閉会行事準備 引き続き、閉会行事に移らせていただきます。準備のお時間をいただきますので、そのままし

ばらくお待ち下さい。 

運営部 

（安田） 

11:20 開式通告 

（全体） 

皆様、お待たせいたしました。ただいまより、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 

日本中学校体育連盟 研究大会 京都大会の閉会行事を行います。 

運営部 

(安田) 

11:25 開催県挨拶  本研究大会の開催県を代表いたしまして、京都府中学校体育連盟副会長 川口 研一（カワ

グチ ケンイチ）が、ご挨拶申し上げます。 

運営部 

(安田) 

  「開催府挨拶」 川口副会長 

   ありがとうございました。 運営部(安田) 

11:30 閉会の言葉 「閉会の言葉」 運営部(安田) 

   以上をもちまして、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟研究

大会京都大会 全日程を終了いたします。 

 なお、お帰りの際、ネームプレートは、そのままお持ち帰りください。 

では、皆様、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

運営部 

(安田) 

 

31



令和５年度 第 40 回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 

［運営部］第２分科会進行表（アナウンス原稿） 

時 間 プログラム ア   ナ   ウ   ン   ス   内   容 備考(担当) 

9:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行概略説明 

 

 

 

 

 

司会者の紹介 

 

 みなさん、こんにちは。 

 ただいまから、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究大会

京都大会 第２分科会を開催いたします。 

 なお、会場内での携帯電話は他の皆様のご迷惑となりますので、ご使用にならないようご協力

をお願いいたします。 

 私はこの会の進行を務めさせていただきます、京都大会実行委員の平舘 一馬（ヒラタテ カ

ズマ）です。記録を務めますのは、京都大会実行委員会編集部の上久保 聖（カミクボ サト

ル）です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 第２分科会のテーマは、｢ 豊かな心と健やかな体を育む運動部活動 ｣となっています。みなさ

んのお手元にございます研究紀要の41ページから54ページに掲載されております。 

 次に、この会の進行について簡単に説明させていただきます。 

 第２分科会の研究テーマのもと、それぞれ３名の先生方に研究発表をしていただきその後にパ

ネルディスカッション形式で研究協議を行います。時間に限りがございますが、この会が有意義

で実りある会になりますよう、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 では、本分科会の司会者をご紹介いたします。 

滋賀県中学校体育連盟 森 寛（モリ ヒロシ）理事長です。 

 それでは、これから研究発表並びに研究協議に移らせていただきます｡ 

森理事長、よろしくお願いいたします。             

運営部 

(平舘) 

（柔らかい

雰囲気で進

行をすすめ

る） 

 

 

 

運営部 

(平舘) 

 

 

 

 

運営部 

(平舘) 

9:12 司会者あいさつ ～ 滋賀県中学校体育連盟 理事長  ～ 森理事長 

9:15 

 

 

 

 

 

 

 

指導助言者 

及び 

発表者の紹介 

 

 

 

 

 

 

【指導助言者】(公財)日本中学校体育連盟 副会長  小野坂寧晃（オノサカ ヤステル）様 

   滋賀県中学校体育連盟 会長  髙田  毅（タカダ タケシ）様 

【発表者】愛知県中小学校体育連盟 研究部協力員 三山 直彦（ミヤマ ナオヒコ）様 
 発表テーマ「様々な運動機会を通して、主体的に運動し、自らの体力を伸ばそうとする生徒の育成」 

       ～部活動における運動機会を通して～                 

【発表者】秋田県中学校体育連盟 研究委員 成田裕一郎（ナリタ ユウイチロウ）様 

            研究委員 鎌田 祐輔（カマダ ユウスケ）様 

  発表テーマ「意欲喚起につながる複数校合同チームの実践」 

               ～選手・顧問が「達成感」を味わう活動を目指して～ 

※紙上発表として、滋賀県中学校体育連盟の研究内容が研究紀要に掲載されています。 

森理事長 

9:20 

 

研究発表 

 

（１５分） （ 愛知県中小学校体育連盟 ） 

（１５分） （ 秋田県中学校体育連盟 ） 

発表者 

（３名） 

9:50 休  憩  進行状況により、変更あり。  

10:00 研究協議 （２０分） ※ 着席をうながし、研究協議にはいる。   森理事長 

10:20 

 

 

指導助言 

 

 

指導助言（一人１５分程度） 

      （ 滋賀県中学校体育連盟会長 髙田  毅（タカダ タケシ）） 

  （  (公財)日本中学校体育連盟副会長 小野坂寧晃（オノサカ ヤステル）） 

指導助言者 

（２名） 

10:50 司会者あいさつ まとめ及びあいさつ 森理事長 

10:55 

 

閉会行事 

（分科会） 

 以上をもちまして、研究発表並びに研究協議を終了いたします。 

なお、研究紀要に紙上発表も掲載されております、こちらの方は十分に研究協議ができません 

でしたが、素晴らしい発表が掲載されていますので、今一度研究内容を一読いただき、ご活用く

ださい。 

それでは、壇上の先生方に、もう一度盛大な拍手をお送りください。 

ありがとうございました。 

運営部 

(平舘) 

11:00 （終了）  これをもちまして、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究

大会京都大会 第２分科会を終了いたします。 

運営部 

(平舘) 

11:17 閉会行事準備 引き続き、閉会行事に移らせていただきます。準備のお時間をいただきますので、そのままし

ばらくお待ち下さい。 

運営部 

(平舘) 

11:20 開式通告 

（全体） 

皆様、お待たせいたしました。                     

ただいまより、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究大会 

京都大会の閉会行事を行います。 

運営部 

(平舘) 

11:25 開催県挨拶 本研究大会の開催県を代表いたしまして、京都府中学校体育連盟副会長 片岡 真澄（カタ

オカ マスミ）が、ご挨拶申し上げます。 

運営部 

(平舘) 

  「開催府挨拶」 片岡副会長 

   ありがとうございました。 運営部(平舘) 

11:30 閉会の言葉 「閉会の言葉」 運営部(平舘) 

   以上をもちまして、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟研究

大会京都大会 全日程を終了いたします。 

 なお、お帰りの際、ネームプレートは、そのままお持ち帰りください。 

では、皆様、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

運営部 

(平舘) 
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令和５年度 第 40 回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 

［運営部］第３分科会進行表（アナウンス原稿） 

時 間 プログラム ア   ナ   ウ   ン   ス   内   容 備考(担当) 

9:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会行事 

 

 

 

 

 

 

 

進行概略説明 

 

 

 

 

 

司会者の紹介 

 みなさん、こんにちは。 

 ただいまから、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究大会

京都大会 第３分科会を開催いたします。 

 なお、会場内での携帯電話は他の皆様のご迷惑となりますので、ご使用にならないようご協力

をお願いいたします。  

 私はこの会の進行を務めさせていただきます、 京都大会実行委員の石原 直明（イシハラ ナ

オアキ）です。記録を務めますのは、京都大会実行委員会編集部の松嶺 宰（マツミネ ツカサ）

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  第３分科会のテーマは、｢ 連携でつくる運動部活動 ｣となっています。みなさんのお手元に

ございます研究紀要の55ページから68ページに掲載されております。 

 次に、この会の進行について簡単に説明させていただきます。 

 第３分科会の研究テーマのもと、それぞれ２名の先生方に研究発表をしていただきその後にパ

ネルディスカッション形式で研究協議を行います。時間に限りがございますが、この会が有意義

で実りある会になりますよう、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 では、本分科会の司会者をご紹介いたします。 

和歌山県中学校体育連盟 溝渕 俊二（ミゾブチ シュンジ）副会長です。 

 それでは、これから研究発表並びに研究協議に移らせていただきます｡     

溝渕副会長、よろしくお願いいたします。             

運営部 

(石原) 

（柔らかい

雰囲気で進

行をすすめ

る） 

 

 

運営部 

（石原） 

 

 

 

 

運営部 

（石原） 

9:12 司会者あいさつ ～ 和歌山県中学校体育連盟 副会長  ～ 溝渕副会長 

9:15 

 

 

 

 

 

 

 

指導助言者 

及び 

発表者の紹介 

 

 

 

 

 

 

【指導助言者】(公財)日本中学校体育連盟 副会長 五十嵐守男（イガラシ モリオ）様 

        和歌山県中学校体育連盟 会長  𠮷川  豊（ヨシカワ ユタカ）様 

【発表者】北海道中学校体育連盟 調査研究専門委員 三根貫太朗（ミネ カンタロウ）様 

     北海道中学校体育連盟 調査研究専門委員 安榮 大和（アンエイ ヤマト）様 

 発表テーマ「北海道・石狩管内における「地域部活動」の在り方について」 

～持続可能な大会運営を目指して～ 

【発表者】岡山県中学校体育連盟 調査研究部理事長 山地 美秀（ヤマジ ヨシヒデ）様 

  発表テーマ「岡山県における地域単位で支える運動部活動経営の在り方」 

～磐梨DreamTownプロジェクト～ 

※紙上発表として、和歌山県中学校体育連盟の研究内容が研究紀要に掲載されています。 

溝渕副会長 

9:20 

 

研究発表 

 

（１５分） （ 北海道中学校体育連盟 ） 

（１５分） （ 岡山県中学校体育連盟 ） 

発表者 

（２名） 

9:50 休  憩 進行状況により、変更あり。  

10:00 研究協議 （２０分） ※ 着席をうながし、研究協議にはいる。   溝渕副会長 

10:20 

 

 

指導助言 

 

 

指導助言（一人１５分程度） 

（ 和歌山県中学校体育連盟会長  𠮷川  豊（ヨシカワ ユタカ）） 

（  (公財)日本中学校体育連盟副会長 五十嵐守男（イガラシ モリオ）） 

指導助言者 

（２名） 

10:50 司会者あいさつ まとめ及びあいさつ 溝渕副会長 

10:55 

 

閉会行事 

 

 以上をもちまして、研究発表並びに研究協議を終了いたします。 

なお、研究紀要に紙上発表も掲載されております、こちらの方は十分に研究協議ができません 

でしたが、素晴らしい発表が掲載されていますので、今一度研究内容を一読いただき、ご活用く

ださい。 

それでは、壇上の先生方に、もう一度盛大な拍手をお送りください。 

ありがとうございました。 

運営部 

（石原） 

11:00 （終了）  これをもちまして、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究

大会京都大会 第３分科会を終了いたします。 

運営部 

（石原） 

11:17 閉会行事準備 引き続き、閉会行事に移らせていただきます。準備のお時間をいただきますので、そのままし

ばらくお待ち下さい。 

運営部 

（石原） 

11:20 開式通告 皆様、お待たせいたしました。                     

ただいまより、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究大会 

京都大会の閉会行事を行います。 

運営部 

(石原) 

11:25 開催県挨拶 本研究大会の開催県を代表いたしまして、京都府中学校体育連盟副会長 松林周一郎（マツバ

ヤシ シュウイチロウ）が、ご挨拶申し上げます。 

運営部 

（石原） 

  「開催県挨拶」 松林副会長 

   ありがとうございました。 運営部（石原） 

11:30 閉会の言葉 「閉会の言葉」 運営部（石原） 

   以上をもちまして、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟研究

大会京都大会 全日程を終了いたします。 

 なお、お帰りの際、ネームプレートは、そのままお持ち帰りください。 

では、皆様、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

運営部 

（石原） 
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令和５年度 第 40 回記念大会(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会 
［運営部］第４分科会進行表（アナウンス原稿） 

時 間 プログラム ア   ナ   ウ   ン   ス   内   容 備考(担当) 

9:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行概略説明 

 

 

 

 

 

司会者の紹介 

 

 みなさん、こんにちは。 

 ただいまから、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究大会

京都大会 第４分科会を開催いたします。 

 なお、会場内での携帯電話は他の皆様のご迷惑となりますので、ご使用にならないようご協力

をお願いいたします。 

 私はこの会の進行を務めさせていただきます、京都大会実行委員の中森 胤人（ナカモリ カ

ズヒト）です。記録を務めますのは、京都大会実行委員会編集部の野村 真司（ノムラ シンジ）

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 第４分科会のテーマは、｢ 当面する運動部活動の諸問題 ｣となっています。みなさんのお手元

にございます研究紀要の69ページから82ページに掲載されております。 

 次に、この会の進行について簡単に説明させていただきます。 

 第４分科会の研究テーマのもと、それぞれ２名の先生方に研究発表をしていただきその後にパ

ネルディスカッション形式で研究協議を行います。時間に限りがございますが、この会が有意義

で実りある会になりますよう、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 では、本分科会の司会者をご紹介いたします。 

大阪中学校体育連盟 西田 知浩（ニシダ チヒロ）理事長です。 

 それでは、これから研究発表並びに研究協議に移らせていただきます｡  

西田理事長、よろしくお願いいたします。             

運営部 

（中森） 

（柔らかい

雰囲気で進

行をすすめ

る） 

 

 

 

運営部 

（中森） 

 

 

 

 

運営部 

（中森） 

9:12 司会者あいさつ ～ 大阪中学校体育連盟 理事長  ～ 西田理事長 

9:15 

 

 

 

 

 

 

 

指導助言者 

及び 

発表者の紹介 

 

 

 

 

 

 

【指導助言者】(公財)日本中学校体育連盟 副会長 金子 哲朗（カネコ テツロウ）様 

   大阪中学校体育連盟 顧問  林 憲治郎（ハヤシ ケンジロウ）様 

 

【発表者】徳島県中学校体育連盟 事務局次長 近藤俊一郎（コンドウ シュンイチロウ）様 

 発表テーマ「生徒減少期における運動部活動の在り方」 

～拠点校部活動に着目して～ 

【発表者】宮崎県中学校体育連盟 副理事長 佐藤 雄太（サトウ ユウタ）様 

  発表テーマ「当面する運動部活動の諸問題」 

～競技力向上検討委員会の取組を通して～ 

 ※ 紙上発表として、大阪中学校体育連盟の研究内容が研究紀要に掲載されています。 

西田理事長 

9:20 

 

研究発表 

 

（１５分） （ 徳島県中学校体育連盟 ） 

（１５分） （ 宮崎県中学校体育連盟 ） 

発表者 

（２名） 

9:50 休  憩 進行状況により、変更あり。  

10:00 研究協議 （２０分） ※ 着席をうながし、研究協議にはいる。   西田理事長 

10:20 

 

 

指導助言 

 

 

指導助言（一人１５分程度） 

（ 大阪中学校体育連盟理事長  西田 知浩（ニシダ チヒロ）） 

（  (公財)日本中学校体育連盟副会長 金子 哲朗（カネコ テツロウ） ） 

指導助言者 

（２名） 

10:50 司会者あいさつ まとめ及びあいさつ 西田理事長 

10:55 

 

閉会行事 

 

 以上をもちまして、研究発表並びに研究協議を終了いたします。 

なお、研究紀要に紙上発表も掲載されております、こちらの方は十分に研究協議ができません 

でしたが、素晴らしい発表が掲載されていますので、今一度研究内容を一読いただき、ご活用く

ださい。 

それでは、壇上の先生方に、もう一度盛大な拍手をお送りください。 

ありがとうございました。 

運営部 

（中森） 

11:00 （終了）  これをもちまして、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究

大会京都大会 第４分科会を終了いたします。 

運営部 

（中森） 

11:17 閉会行事準備 引き続き、閉会行事に移らせていただきます。準備のお時間をいただきますので、そのまましば

らくお待ち下さい。 

運営部 

（中森） 

11:20 開式通告 皆様、お待たせいたしました。                     

ただいまより、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟 研究大会 

京都大会の閉会行事を行います。 

運営部 

（中森） 

11:25 開催県挨拶 本研究大会の開催県を代表いたしまして、京都府中学校体育連盟副会長 井上 達夫（イノ

ウエ タツオ）が、ご挨拶申し上げます。 

運営部 

（中森） 

  「開催府挨拶」 井上副会長 

   ありがとうございました。 運営部（中森） 

11:30 閉会の言葉 「閉会の言葉」 運営部（中森） 

   以上をもちまして、令和５年度 第40回記念大会 公益財団法人 日本中学校体育連盟研究大

会京都大会 全日程を終了いたします。 

 なお、お帰りの際、ネームプレートは、そのままお持ち帰りください。 

では、皆様、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

運営部 

（中森） 
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会場部マニュアル
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中村 山内 土田 大﨑 三浦 尾上 神谷 辻 四方 片山 濱野 中野 栗林 近藤 石村 増田 上田 古賀

11:00 11:00

13:00 13:00

13:20 13:30

14:00 14:00

15:00 15:00

16:00 16:00

17:00 17:00

8:00 8:00

8:30 8:30

9:00
分科会打合
受付　8:30～

【2F醍醐】

分科会打合
受付　8:30～

【2F醍醐】

分科会打合
受付　8:30～

【2F醍醐】

分科会打合
受付　8:30～

【2F醍醐】

分科会打合
受付　8:30～

【2F醍醐】
9:00

11:00 11:00

11:30
北海道～東

海
補助

近畿～九州
補助 11:30

12:45 12:45

13:10 13:10

13:30 13:30

14:47 14:47

15:00 15:00

16:50 16:50

17:30 17:30

8:00 8:00

8:45 全体補助 全体補助 全体補助 全体補助 全体補助 全体補助 １分科会 １分科会 １分科会 ２分科会 ２分科会 ２分科会 ３分科会 ３分科会 ３分科会 ４分科会 ４分科会 ４分科会 8:45

9:00 9:00

11:30

12:30 12:30

事務局集合　8:00
【２F 平安】

・物品搬入
・日程、仕事分担の確認

全体会場準備
１Fフロントから

２Fへ誘導

分科会の打合せが始まったら、全体会の会場準備の積み残し作業や、弁当の搬入等を手伝っていただきます。

全体会場準備 全体会場準備

４F【未定】
来賓受付補助

ひな壇等の準備

全体会場準備

関東 １F→２F誘導

開会行事

順次　受付準備　【２F　平安】

２F
来賓受付補助 北信越・東海

控室で昼食

第40回(公財)日本中学校体育連盟研究大会京都大会

【会場部マニュアル】

２０２４年１月１７日(水)　　－大会前日－　　＜研究部会＞

・出席確認 ・日程説明 ・昼食、控室について
２F　日本中体連控室【比叡】/分科会打合せ・演者控室【醍醐】/事務局控室【鞍馬】　　B1 来賓控室【菊の間】/講師控室【蘭の間】

専門部員集合、全体打合会【２Ｆ　平安】

２０２４年１月１８日(木)　　－大会１日目－　　＜打合会・開会行事・講演・シンポジウム・交歓会＞

専門部員集合　13：30　～　17：00　【２Ｆ　鞍馬・比叡】

・研究大会の袋詰め作業
・大会当日最終打ち合わせ
・各専門部の荷物搬入準備

※作業終了後、解散

事務局集合

大会関係者解散式【　２F　ホワイエ、もしくは１Fロビー（嵯峨・比叡・醍醐の会場利用が後ろに無ければいづれかで）　】
弁当を受け取って解散。　３日間有難う御座いました。

ひな壇撤去　→　シンポジウム設営

シンポジウム【２F　平安】　マイクの対応をお願いするかもしれません。

シンポジウムの机を撤去→ひな壇設置 閉会行事の準備

・出席確認　　・日程説明　　・昼食、控室について　・各分科会での待機をお願いします。

分科会【２F　平安①/平安②/平安③/朱雀】

解散です

２０２４年１月１９日(金)　　－大会２日目－　　＜打合会・分科会・大会関係者解散式＞

11:30

北海道・東北

専門部員集合、全体打合会【　２Ｆ　平安　　】

近畿・中国 四国・九州

終了した分科会ごとに片付け

シンポジスト受付　２F 特別講演【２F　平安】

２F
来賓受付補助

36



FLOOR  INFORMATION

日本料理「雲海」、天ぷら「花門」、

四川料理「蜀江」

「花門」

四川料理
「蜀江」
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崎

長
崎

長
崎

ト
ン
ボ

コ
ト
ブ
キ

シ
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テ
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ン

グ

山
形

山
形

宮
城

宮
城

岡
山

岡
山

愛
媛

愛
媛

高
知

高
知

青
森

岩
手

岩
手

岩
手

茨
城

茨
城

福
島

福
島

東
京

愛
知

愛
知

三
重

三
重

来
賓

青
森

青
森

青
森

青
森

栃
木

栃
木

茨
城

茨
城

岩
手

岩
手

岩
手

岩
手

福
島

福
島

来
賓

千
葉

東
京

東
京

東
京

静
岡

福
井

福
井

福
井

長
崎

長
崎

長
崎

長
崎

ト
ン
ボ

ト
ン
ボ

ト
ン
ボ

ト
ン
ボ

佐
賀

佐
賀

佐
賀

佐
賀

大
塚

大
塚

大
塚

来
賓

埼
玉

埼
玉

埼
玉

埼
玉

静
岡

静
岡

静
岡

静
岡

来
賓

来
賓

来
賓

来
賓

北
海
道

北
海
道
青
森

青
森

群
馬

群
馬

栃
木

来
賓

来
賓

来
賓

来
賓

来
賓

来
賓

来
賓

来
賓

来
賓
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北
海
道

北
海
道

北
海
道

北
海
道

埼
玉

埼
玉

埼
玉

群
馬

静
岡

静
岡

岐
阜

岐
阜

鳥
取

鳥
取

京
都

京
都

佐
賀

10
0

9
0

8
0

7
0

6
0

和
歌
山

島
根

島
根

島
根

島
根

島
根

岡
山

鳥
取

島
根

島
根

島
根

5
0

4
0

2
0

3
1

列

0

静
岡

静
岡

静
岡

静
岡

1
来
賓

来
賓

第
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0
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念
大
会
（
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）
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
研
究
大
会
京
都
大
会

２
階
　
平
安

空
き
座
席
数

23
24

25
26

27
28

期
日
　
令
和
６
年
１
月
1
8
日
(木
)・
1
9
日
(金
)

会
場
　
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
京
都
　

ス
ク
リ
ー
ン

ス
ク
リ
ー
ン

司
会
台
・
マ
イ
ク

演
題
・マ
イ
ク

18
19

20
21

22

和
歌
山
奈
良

奈
良

奈
良

来
賓

来
賓

来
賓

来
賓

来
賓

9
10

11
15

16
17

1
2

3
4

5
6

7
8

愛
知

愛
知

愛
知

愛
知

京
都

京
都

和
歌
山

来
賓

来
賓

福
岡

福
岡

福
岡

12
13

14

栃
木

埼
玉

千
葉

千
葉

千
葉

福
岡

福
岡

愛
媛

愛
媛

来
賓

来
賓

来
賓
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ス
テ
ー
ジ
前

ス
テ
ー
ジ
上

ス
テ
ー
ジ
上

前 　 　 列

京 都 市 教 育 委 員 会 体 育 健 康 教 育 室

　 担 当 部 長

　 　 加 藤  み の り  様

京 都 府 教 育 庁 指 導 部 保 健 体 育 課

　 課 長

　 　 井 上 　 　 哲   様

京 都 市 　 教 育 長

　 　 稲 田 　 新 吾   様

京 都 府 教 育 委 員 会

　 教 育 長

　 　 前 川 　 明 範 　  様

ス ポ ー ツ 庁 地 域 ス ポ ー ツ 課 長

　 　 橋 田 　 　 裕 　  様

日 本 中 体 連 会 長

　 　 齊 藤 　 正 富 　  様

日 本 中 体 連 副 会 長

　 　 田 中 　 　 節 　  様

日 本 中 体 連 副 会 長

　 　 小 野 坂 　 寧 晃  様

日 本 中 体 連 副 会 長

　 　 金 子 　 哲 朗   様

日 本 中 体 連 副 会 長

　 　 五 十 嵐 　 守 男  様

日 本 中 体 専 務 理 事

　 　 大 河 原  嘉 朗 　 様

日 本 中 体 事 務 局 長

　 　 新 宮 領 　  毅  様

前 　 　 列

後 　 　 列

京 都 市 立 中 学 校 長 会 長

　 　 山 﨑 　 良 一  様

京 都 府 中 学 校 長 会 長

　 　 上 田 　 智 子 　 様

京 都 府 中 体 連 会 長

　 　 野 川 　 晋 司

京 都 府 中 体 連 副 会 長

　 　 川 口 　 研 一

京 都 府 中 体 連 副 会 長

　 　 松 林 周 一 郎

京 都 府 中 体 連 副 会 長

　 　 井 上 　 達 夫

京 都 府 中 体 連 副 会 長

　 　 片 岡 　 真 澄

後 　 　 列

第
4
0
回
記
念
大
会
（
公
財
）
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
研
究
大
会
京
都
大
会

開
会
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事
来
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、
主
催
者
座
席
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テ
ー
ジ
）
　
　

生
花
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前
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0
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念
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会
（
公
財
）
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
研
究
大
会
京
都
大
会

シ
ン
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）
　
　

生
花
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ス
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前
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0
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会
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公
財
）
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
研
究
大
会
京
都
大
会

特
別
講
演
（
ス
テ
ー
ジ
）
　
　 生
花
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ス
テ
ー
ジ
前

片 岡 　 真 澄

　 　 京 都 府 中 体 連 副 会 長

井 上 　 達 夫

　 　 京 都 府 中 体 連 副 会 長

松 林 周 一 郎

　 　 京 都 府 中 体 連 副 会 長

川 口 　 研 一

　 　 京 都 府 中 体 連 副 会 長

野 川 　 晋 司

　 　 京 都 府 中 体 連 会 長

新 宮 領 　 毅

　 　 日 本 中 体 連 事 務 局 長

大 河 原 　 嘉 朗

　 　 日 本 中 体 連 専 務 理 事

五 十 嵐 　 守 男

　 　 日 本 中 体 連 副 会 長

金 子 　 哲 朗

　 　 日 本 中 体 連 副 会 長

小 野 坂 　 寧 晃

　 　 日 本 中 体 連 副 会 長

田 中 　 　 節

　 　 日 本 中 体 連 副 会 長

齊 藤 　 正 富

　 　 日 本 中 体 連 会 長

橋 田 　 　 裕

　 ス ポ ー ツ 庁 地 域 ス ポ ー ツ 課 長

前 川 　 明 範

　 京 都 府 教 育 委 員 会 教 育 長

稲 田 　 新 吾

　 京 都 市 教 育 長

井 上 　 　 哲

　 府 教 育 庁 指 導 部 保 健 体 育 課 長

加 藤 み の り

　 市 教 育 委 員 会 体 育 健 康 教 育 室 担 当 部 長

上 田 　 智 子

　 京 都 府 中 学 校 長 会 長

山 﨑 　 良 一

　 京 都 市 立 中 学 校 長 会 長

松 井  真 姫 子

　 日 本 中 体 連 事 務 局

松 岡  杏 奈

　 日 本 中 体 連 事 務 局

木 村 　 友 幸

　 府 教 育 庁 指 導 部 保 健 体 育 課 指 導 主 事

橋 本 　 剛 太

　 市 教 育 委 員 会 体 育 健 康 教 育 室 指 導 主 事

森 　 　 　 淳

　 　 京 都 府 中 体 連 O B

徳 地 　 　 守

　 　 京 都 府 中 体 連 O B

様
様

様
様

様
様

様
様

様
様

様
様

様
様

様
様

様
様

様
様

様
様

様
様

様
様

様
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開
会
行
事
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演
・
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ン
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、
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催
者
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席
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安
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大
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0

列

1

3

10 11 12 空き座席数

0青森 青森 岩手 岩手

0神奈川 神奈川 山梨 山梨 長野

宮城

第１分科会　会場図　２F　平安①

スクリーン

1 2 3 4 5 6 7 8 9

宮城 山形 山形 山形 山形 福島 茨城

2 1千葉 千葉 千葉 千葉 埼玉 埼玉 埼玉 群馬 栃木 茨城 茨城

長野 新潟 石川 石川 石川 石川 静岡

4

5 鳥取 島根 島根 岡山 岡山 岡山 広島 広島 徳島 愛媛 愛媛 愛媛

0京都 京都 奈良 兵庫 兵庫 兵庫 兵庫 大阪 大阪 三重 静岡 静岡

6 3沖縄 沖縄 宮崎 長崎 長崎 佐賀 福岡 福岡 愛媛

7 12

8 12

司会者

指導助言者２
発表者２名

有

W

P

運
営
部

ビデオ

有

記
録
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0

0

7

鳥取 島根 島根 広島

研究会 研究会 研究会 研究会

空き座席数
列

1

2

第２分科会　会場図　平安②

スクリーン

3

4

北海道 青森 岩手 宮城 秋田 0

0

0

0

秋田 秋田 山形

石川 石川 新潟 新潟

0

2

1

0

愛知 愛知

三重 愛知

0

香川 福岡

長崎 佐賀

大塚

0

石川 静岡 静岡 静岡

奈良 兵庫 大阪 大阪 滋賀 三重

12

9

8

11

香川 香川

宮崎 長崎

大塚 大塚

10

5

6

1 2 3 4 5 6 7 8

長野 神奈川 埼玉 福島

岐阜 岐阜

沖縄 沖縄

発表者

司会者

指導助言者２
運営責任者

記録者２名

発表者

有

有

W

P 司会者

47



3

東京 東京 埼玉 埼玉 群馬

0広島 岡山 岡山 岡山 島根 島根 和歌山 奈良 兵庫 兵庫

0

1長野

2 0広島 山口 山口 山口 山口 山口 山口 香川 香川 香川 福岡 佐賀

空き座席数4 5 6 7 8 9 10 11

第３分科会　会場図　２F　平安③

スクリーン

1 2 3

4 富山 石川 石川 福井 静岡 静岡 静岡 愛知 愛知 三重

1 0沖縄 沖縄 鹿児島 宮崎 大分 大分 大分 大分 大分 長崎 長崎 佐賀

三重 三重

5 富山 神奈川

6 2北海道 北海道 北海道 北海道 青森 青森 岩手 岩手 宮城

7 12

12

8 12

群馬 栃木 福島 山形

大阪 滋賀

列

司会者

指導助言者２
発表者２名

有

W

P

運
営
部

ビデオ

有

記
録
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キッチンスペース

第４分科会　会場図　２F　朱雀

スクリーン

2

京都 京都

5

8

4

3

空き座席数
列

1 0沖縄 沖縄 鹿児島 鹿児島

0島根 島根 岡山 岡山 広島 広島

宮崎 宮崎 熊本 長崎 長崎 佐賀

徳島 徳島 徳島 高知 高知 高知

福岡 高知

0鳥取 奈良 大阪 大阪 大阪 大阪 滋賀 滋賀

2埼玉 栃木 栃木 福島 山形 宮城

東京 神奈川 長野 石川 福井 福井

岩手 岩手 青森 青森

福井 静岡 0埼玉 東京

6 12

12

7 12

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

三重 静岡

東京 東京

司会者

指導助言者２
発表者２名

有

W

P

運
営
部

ビデオ

有

記
録
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氏名 役職名 役割 徽章 控室

1 橋 田 裕 スポーツ庁地域スポーツ課長 来賓 赤 菊

2 前 川 明 範 京都府教育委員会教育長 来賓 赤 菊

3 稲 田 新 吾 京都市教育長 来賓 赤 菊

4 井 上 哲 京都府教育庁指導部保健体育課長 来賓 赤 菊

5 加 藤 み の り 京都市教育委員会体育健康教育室担当部長 来賓 赤 菊

6 上 田 智 子 京都府中学校長会長 来賓 赤 菊

7 山 﨑 良 一 京都市立中学校長会長 来賓 赤 菊

8 貫井 みさき 京都府教育庁指導部保健体育課指導主事

9 木 村 友 幸 京都府教育庁指導部保健体育課指導主事

10 橋 本 剛 太 京都市教育委員会体育健康教育室指導主事

11

1 齊 藤 正 富 （公財）日本中学校体育連盟　会長 主催者 白 比叡

2 田 中 節 （公財）日本中学校体育連盟　副会長 主催者 白 比叡

3 小野坂 寧晃 （公財）日本中学校体育連盟　副会長 主催者 白 比叡

4 金 子 哲 朗 （公財）日本中学校体育連盟　副会長 主催者 白 比叡

5 五十嵐 守男 （公財）日本中学校体育連盟　副会長 主催者 白 比叡

6 大河原 嘉朗 （公財）日本中学校体育連盟　専務理事 主催者 白 比叡

7 新 宮 領 毅 （公財）日本中学校体育連盟　事務局長 主催者 白 比叡

8 松井 真姫子 （公財）日本中学校体育連盟　事務局員 主催者 比叡

9 松 岡 杏 奈 （公財）日本中学校体育連盟　事務局員 主催者 比叡

10

1 中 澤 篤 史 早稲田大学　スポーツ科学学術院 スポーツ科学部　教授 講演講師 赤 蘭

2 森 脇 健 児 松竹芸能株式会社　タレント コーディネーター 蘭

3 大村 加奈子 京都府立北嵯峨高等学校　教諭 シンポジスト 蘭

4 高 岡 寿 成 花王株式会社　陸上競技部　監督 シンポジスト 蘭

5 平 野 佳 寿 オリックス・バファローズ　選手 シンポジスト 蘭

6 宇津木 美都 大阪体育大学　水上競技部　選手 シンポジスト 蘭

講演会・シンポジウム関係

日本中体連関係

来賓・主催者・講師・シンポジウム関係者受付名簿
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1 五十嵐 博文 大塚製薬株式会社 特別賛助会員

2 廣村 菜穂子 大塚製薬株式会社 特別賛助会員

3 東野 真伊子 大塚製薬株式会社 特別賛助会員

4 出雲井 尊行 株式会社トンボ 特別賛助会員

5 高 本 慎 一 株式会社トンボ 特別賛助会員

6 古 澤 晃 株式会社トンボ 特別賛助会員

7 宮 前 勇 志 株式会社トンボ 特別賛助会員

8 太 田 舜 人 株式会社トンボ 特別賛助会員

9 望月 浩一郎 学校体育・スポーツ事故予防研究会

10 多 賀 啓 学校体育・スポーツ事故予防研究会

11 置 塩 正 剛 学校体育・スポーツ事故予防研究会

12 阿部 新治郎 学校体育・スポーツ事故予防研究会

13 岩井 祐美子 コトブキシーティング株式会社

14

15

16

17

18

19

1 森 淳 京都府中体連　元会長 来賓席へ

2 徳 地 守 京都府中体連　元会長 来賓席へ

3 江 口 勝 彦 シンポジスト関係　招待者

4 杉 本 清 彦 シンポジスト関係　招待者

5 𠮷 田　 真 人 シンポジスト関係　招待者

6 塩 見 優 典 シンポジスト関係　招待者

7

来賓・主催者・講師・シンポジウム関係者受付名簿

招待者

招待者
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都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1 北 海 道 6名 4 発表者1,研究部1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1 青 森 県 7名 6 研究部1
2 岩 手 県 7名 7
3 宮 城 県 5名 5
4 秋 田 県 5名 3 発表者2
5 山 形 県 7名 7
6 福 島 県 4名 4
8
9
10

都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1 長 野 県 5名 5
2 新 潟 県 3名 3
3 富 山 県 3名 3
4 石 川 県 11名 9 発表者１、研究部1
5 福 井 県 4名 4
6
7
8
9
10

ブロック別受付名簿

北海道ブロック

東北ブロック

北信越ブロック
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都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1 茨 城 県 4名 3 発表者１
2 栃 木 県 4名 4
3 群 馬 県 3名 3
4 埼 玉 県 8名 8
5 千 葉 県 4名 4
6 東 京 都 6名 6
7 神 奈 川 県 5名 5
8 山 梨 県 2名 1 研究部1
9
10

都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1 静 岡 県 11名 10 研究部1
2 岐 阜 県 2名 2
3 愛 知 県 6名 5 発表者１
4 三 重 県 7名 7
5
6
8
9
10

都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

ブロック別受付名簿

関東ブロック

東海ブロック
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都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1 滋 賀 県 6名 4 司会者1,助言者1
2 大 阪 府 11名 9 司会者1,助言者1
3 兵 庫 県 9名 7 司会者1,助言者1
4 奈 良 県 4名 4
5 和 歌 山 県 3名 1 司会者1,助言者1
6 京 都 府 4名 4
7
8
9
10

都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1 鳥 取 県 3名 3
2 島 根 県 8名 8
3 岡 山 県 9名 8 発表者1
4 広 島 県 7名 7
5 山 口 県 6名 5 研究部1
6
8
9
10

都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

ブロック別受付名簿

近畿ブロック

中国ブロック

ブロック
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都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1 徳 島 県 5名 2 発表者1、研究部１
2 香 川 県 6名 6
3 高 知 県 4名 4
4 愛 媛 県 4名 4
5
6
7
8
9
10

都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1 福 岡 県 5名 4 研究部１
2 佐 賀 県 5名 5
3 熊 本 県 1名 1
4 長 崎 県 8名 8
5 大 分 県 5名 5
6 宮 崎 県 6名 5 発表者1
7 鹿 児 島 県 3名 3
8 沖 縄 県 8名 8
9
10

都道府県名 参加人数 資料数 確認 備考
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

ブロック別受付名簿

四国ブロック

九州ブロック

ブロック
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編集部

業務マニュアル

令和５年度　第４０回記念大会

（公財）日本中学校体育連盟

研究大会　京都大会
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：
４

０
○

府
教

委
保

体
課

長
(井

上
) 
・
府

教
委

(貫
井

) 
・
府

校
長

会
長

(上
田

)

・
市

教
委

体
健

室
担

当
部

長
(加

藤
) 
・
市

教
委

(橋
本

)・
市

校
長

会
長

(山
﨑

)　
【
B

１
　

菊
】
か

ら
誘

導
　

(総
務

部
：
相

見
)

１
２

：
４

２
〇

ス
ポ

ー
ツ

庁
(橋

田
)１

名
・
府

教
育

長
 (
前

川
)・

市
教

育
長

(稲
田

)【
B

１
F
　

菊
】
か

ら
誘

導
　

(総
務

部
：
中

鉢
)

１
２

：
４

４
○

登
壇

者
着

席
完

了 ・
B

G
M

切
る

（
ホ

テ
ル

、
運

営
部

：
井

嵜
・
日

下
・
伊

達
）

・
ド

ア
対

応
（
運

営
部

：
安

川
・
小

西
・
竹

野
・
長

谷
川

・
三

谷
・
谷

）
１

２
：
４

５

　
　

：
４

５
※

開
式

通
告

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

  
  
  
（
司

会
・
進

行
：
北

村
【
運

営
部

】
）

  
  

：
４

６
 1

. 
開

会
の

こ
と

ば
 （

井
上

副
会

長
）

　
　

  
  

：
４

７
 2

. 
国

歌
・
日

本
中

体
連

歌
（
ホ

テ
ル

対
応

）
、

運
営

部
指

示
  

  
：
５

０
 3

. 
主

催
者

あ
い

さ
つ

　
 (
公

財
)日

本
中

学
校

体
育

連
盟

副
会

長
：
齊

藤
　

正
富

  
  

：
５

３
  
　

  
  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

　
京

都
府

教
育

委
員

会
教

育
長

：
前

川
　

明
範

  
  

：
５

４
 4

. 
祝

辞
  
  
 　

　
　

　
　

　
ス

ポ
ー

ツ
庁

地
域

ス
ポ

ー
ツ

課
長

：
橋

田
　

裕
  

  
：
５

７
 5

. 
歓

迎
の

こ
と

ば
  
  
 　

京
都

市
教

育
長

：
稲

田
　

新
吾

１
３

：
０

０
 6

. 
来

賓
紹

介
（
川

口
副

会
長

）
１

３
：
０

３
 7

. 
基

調
報

告
（
野

川
会

長
）

　
　

１
３

：
０

７
○

開
会

行
事

登
壇

者
の

降
壇

誘
導

8
. 
日

程
説

明
・
諸

連
絡

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
 　

（
岸

本
理

事
長

）

開
会

行
事

終
了

１
３

：
１

０
○

講
演

会
準

備
（
ひ

な
壇

作
成

等
）
　

※
(ホ

テ
ル

、
会

場
部

)

・
机

上
に

お
し

ぼ
り

、
大

塚
製

薬
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

  
  

１
３

：
１

５
～

○
講

演
案

内
（
浅

野
）
→

控
室

へ
連

絡

・
講

師
控

室
【
B

1
F
　

蘭
】
か

ら
誘

導
　

(総
務

部
：
浅

野
)

１
３

：
２

０
・
ス

ポ
ー

ツ
庁

(橋
田

)１
名

【
B

１
F
　

菊
】
か

ら
誘

導
　

(総
務

部
：
中

鉢
)

・
府

教
委

保
体

課
長

(井
上

) 
・
府

教
委

(貫
井

) 
・
府

校
長

会
長

(上
田

)【
B

１
F
　

菊
 】

か
ら

誘
導

　
(総

務
部

：
相

見
)

・
日

本
中

体
連

８
名

(主
催

者
)を

控
室

【
２

F
 比

叡
】
か

ら
誘

導
 （

総
務

部
：
木

下
）

 １
３

：
２

２
○

講
演

会
準

備
完

了

講
演

打
合

・
昼

食
【
B

１
F
　

蘭
】

【
１

月
1
8
日

（
木

）
】

田
川

永
井

受
付

や
誘

導
等

の
補

助

ビ
デ

オ
設

置
講

演
会

準
備

補
助

ビ デ オ 撮 影

カ メ ラ 撮 影

松
本

風
間

原
田

全
体

会
会

場
確

認
・
最

終
準

備

主
催

者
誘

導

　
　

　
　

の
誘

導
【
B

１
　

菊
】
　

(川
口

副
会

長
・
(中

鉢
))

各
副

会
長

は
各

自
で

【
２

F
　

鞍
馬

】
で

待
機

来
賓

・
全

体
受

付
　

【
２

F
　

平
安

前
】
受

付
・
案

内

（
運

営
部

：
安

川
・
小

西
・

　
　

　
　

　
長

谷
川

・
三

谷
・
谷

）

※
運

営
部

で
来

賓
が

来
る

た
び

に
、

B
１

F
へ

誘
導

す
る

。

開
　

会
　

行
　

事
　

　
【
２

Ｆ
　

平
　

安
】

・
運

営
部

は
ド

ア
付

近
で

緊
急

対
応

待
機

来
賓

の
誘

導
(野

川
会

長
)、

日
本

中
体

連
の

誘
導

（
井

上
副

会
長

）
、

各
副

会
長

は
流

れ
に

合
わ

せ
て

退
場

帰
ら

れ
る

方
：
　

　
　

　
　

　
　

(教
育

委
)は

ホ
テ

ル
玄

関
ま

で
見

送
り

→
野

川
会

長

中
村

鹿
野

上
久

保
松

嶺
平

井
野

村
西

村
中

坊
小

倉
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１
３

：
２

４
○

講
師

入
場

コ
ー

ル
  
  
  
（
司

会
・
進

行
：
水

主
川

【
運

営
部

】
）

・
講

師
登

壇
（
着

席
完

了
確

認
）

１
３

：
２

５
◇

講
師

紹
介

案
内

 （
司

会
・
進

行
：
水

主
川

【
運

営
部

】
）

○
講

師
紹

介
（
運

営
部

：
北

村
）

・
マ

イ
ク

対
応

（
運

営
部

：
安

川
・
小

西
）

　
 　

　
　

　
『
　

講
　

演
　

』
　

早
稲

田
大

学
教

授
　

 中
澤

　
篤

史
　

　
氏

  
 

  
１

３
：
２

５
～

◆
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

シ
ン

ポ
ジ

ス
ト

受
付

開
始

【
２

Ｆ
 平

安
前

】
※

花
束

購
入

(中
鉢

)
1
3
:4

5
受

付
完

了
受

付
案

内
、

接
待

（
総

務
部

：
相

見
・
木

下
・
中

鉢
）

1
3
:4

5
～

1
4
:3

0

【
参

加
者

】

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

１
名

、
シ

ン
ポ

ジ
ス

ト
４

名
、

総
務

部
(岸

本
・
浅

野
)、

運
営

部
(北

村
)

【
内

容
】

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

流
れ

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

ま
と

め
の

方
向

性
な

ど
※

机
上

に
資

料
、

筆
記

具

１
４

：
４

５
○

講
演

終
了

  
  
  
（
司

会
・
進

行
：
水

主
川

【
運

営
部

】
 ）

１
４

：
４

７
○

謝
辞

・
花

束
贈

呈
　

　
 　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

（
川

口
副

会
長

）
花

束
贈

呈
サ

ポ
ー

ト
（
総

務
部

：
中

鉢
）

・
講

師
退

席
誘

導
  
  
  
  
  
  
  
  
　

 
川

口
副

会
長

・
（
運

営
部

：
安

田
）

・
来

賓
退

席
誘

導
→

【
B

１
F
 　

菊
】
へ

野
川

会
長

・
（
運

営
部

：
平

舘
・
日

下
・
伊

達
）

※
来

賓
が

帰
ら

れ
る

場
合

、
見

送
り

対
応

（
野

川
会

長
）

  
 １

４
：
４

７
～

○
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
会

場
準

備
　

※
（
ホ

テ
ル

、
会

場
部

）

○
講

師
を

控
室

【
B

１
F
　

蘭
】
へ

誘
導

(岸
本

理
事

長
)

・
御

礼
、

謝
金

、
見

送
り

、
湯

茶
接

待
（
総

務
部

：
浅

野
・
相

見
・
木

下
・
中

鉢
）

１
４

：
５

５
○

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

・
シ

ン
ポ

ジ
ス

ト
誘

導
 

 （
運

営
部

：
北

村
）

・
開

始
案

内
、

入
場

ア
ナ

ウ
ン

ス
　

  
  
  
（
司

会
・
進

行
：
髙

橋
【
運

営
部

】
）

・
登

壇
者

着
席

確
認

補
助

(運
営

部
：
石

原
・
中

森
・
坂

井
・
株

田
)

１
５

：
０

０
○

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

紹
介

  
  
  
（
司

会
・
進

行
：
髙

橋
【
運

営
部

】
）

○
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

始
　

  
  
  
 

・
マ

イ
ク

対
応

（
運

営
部

：
三

谷
・
谷

）

　
１

本
質

疑
用

も
準

備

１
６

：
５

０
○

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

終
了 ・
出

演
者

降
壇

 控
室

【
B

１
F
　

蘭
】
へ

誘
導

（
運

営
部

：
水

主
川

・
石

原
・
中

森
・
坂

井
・
株

田
）

・
御

礼
、

謝
金

、
見

送
り

、
湯

茶
接

待
（
総

務
部

：
浅

野
・
相

見
・
木

下
・
中

鉢
）

○
閉

会
行

事
準

備
（
ホ

テ
ル

対
応

）
＜

会
場

部
全

員
＞

１
６

：
５

０

※
次

期
開

催
地

あ
い

さ
つ

の
案

内
  
  
  
（
司

会
・
進

行
：
北

村
【
運

営
部

】
）

 １
. 
次

期
開

催
地

あ
い

さ
つ

（
石

川
県

中
体

連
：
　

可
長

　
俊

太
　

会
長

）

１
７

：
０

０
○

終
了

ア
ナ

ウ
ン

ス
  
  
  
（
司

会
・
進

行
：
北

村
【
運

営
部

】
）

１
７

：
０

０
○

来
賓

(ス
ポ

ー
ツ

庁
・
　

　
・
　

　
)の

見
送

り
　

(野
川

会
長

)

〇
シ

ン
ポ

ジ
ス

ト
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

見
送

り
（
総

務
部

：
岸

本
・
浅

野
・
相

見
・
木

下
・
中

鉢
）

・
交

歓
会

参
加

ま
で

の
対

応
（
府

実
行

委
員

会
）

１
７

：
３

０
○

実
行

委
員

、
専

門
部

員
解

散
　

【
２

F
 鞍

馬
】

　

カ メ ラ 撮 影

ビ デ オ 撮 影

ビ デ オ 撮 影ビ デ オ 設 置

ビ デ オ 設 置

講 演 会 記 録 整 理

永
井

上
久

保
松

嶺
平

井
野

村

カ メ ラ 撮 影

田
川

カ メ ラ 撮 影

ビ デ オ 撮 影

ビ デ オ 撮 影

閉
　

会
　

行
　

事
　

【
２

F
　

平
安

】

解
散

予
定

西
村

【
１

月
1
8
日

（
木

）
】

松
本

風
間

原
田

中
坊

小
倉

中
村

鹿
野

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

　
【
２

Ｆ
　

平
安

】

特
　

別
　

講
　

演
　

　
【
２

Ｆ
 平

　
安

】

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

最
終

打
合

【
B

１
F
　

蘭
 】

ビ デ オ 撮 影

ビ デ オ 設 置

シ ン ポ ジ ウ ム

記 録

大 村 氏 担 当

シ ン ポ ジ ウ ム

記 録

高 岡 氏 担 当

シ ン ポ ジ ウ ム

記 録

森 脇 氏 担 当

シ ン ポ ジ ウ ム

記 録

平 野 氏 担 当

シ ン ポ ジ ウ ム

記 録

宇 津 木 氏 担 当
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７
：
３

０
◆

事
務

局
集

合
・
打

合
会

【
２

Ｆ
　

鞍
馬

】

８
：
０

０
◆

専
門

部
員

集
合

、
全

体
打

合
会

【
２

Ｆ
　

平
安

】

・
出

席
確

認
・
日

程
説

明
・
昼

食
、

控
室

に
つ

い
て

・
受

付
準

備
（
会

場
部

）

・
分

科
会

準
備

確
認

（
運

営
部

・
編

集
部

）
・
発

表
者

机
上

に
大

塚
製

薬
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

・
日

本
中

体
連

対
応

（
総

務
部

）
控

室
【
２

F
　

比
叡

】
へ

　
９

：
０

０
～

・
記

録
補

助
に

編
集

部
紀

要
係

 ・
途

中
休

憩
は

、
分

科
会

毎
対

応
・
１

１
：
２

０
ま

で

　
１

１
：
２

０
～

○
閉

会
行

事
（
各

会
場

）
・
開

催
地

代
表

挨
拶

は
府

中
体

連
副

会
長

１
１

：
２

９
○

大
会

全
日

程
終

了
通

告
　

　
　

（
各

会
場

）
弁

当
搬

入
：
１

０
時

３
０

分
１

１
：
３

０
○

分
科

会
終

了
　

　
※

終
了

後
、

分
科

会
ご

と
で

解
散

、
後

片
付

け
場

所
：
２

F
　

鞍
馬

※
大

会
終

了
後

、
会

場
・
本

部
の

片
付

け

１
１

：
３

０
○

日
本

中
体

連
 見

送
り

（
野

川
会

長
、

浅
野

）

１
２

：
０

０
○

弁
当

（
総

務
部

：
２

Ｆ
　

鞍
馬

）
１

２
：
３

０

・
解

散
式

（
お

礼
の

こ
と

ば
：
野

川
会

長
）

弁
当

を
渡

し
て

解
散

１
２

：
４

５

【
１

F
レ

ス
ト

ラ
ン

横
個

室
】
（
野

川
会

長
、

岸
本

、
北

村
、

松
本

、
中

村
、

浅
野

）

○
次

期
開

催
地

と
の

打
ち

合
わ

せ

分
　

科
　

会
　

【
２

Ｆ
　

平
安

①
②

③
、

朱
雀

】

大
会

関
係

者
解

散
式

【
２

F
　

平
安

②
】

記 録 整 理

記 録 整 理

記 録 整 理

記 録 整 理

松
本

風
間

原
田

中
坊

小
倉

中
村

鹿
野

田
川

永
井

次
期

開
催

地
　

引
継

会
【
１

Ｆ
レ

ス
ト

ラ
ン

横
個

室
】
　

集
合

・
打

ち
合

わ
せ

集
合

日
程

説
明

分
科

会
会

場
準

備

・
記

録
、

デ
ー

タ
の

整
理

・
保

存
の

確
認

・
片

付
け

大
会

関
係

者
解

散
式

　
【
２

F
平

安
②

】

引
き

継
ぎ

式

デ
ー

タ
記

録
確

認

記 録 整 理

記 録 整 理

第 １ 分 科 会 記 録

第 ４ 分 科 会 記 録

第 １ 分 科 会

A V

記 録 補 助

第 ３ 分 科 会 記 録

第 ４ 分 科 会

A V

記 録 補 助

第 ３ 分 科 会

A V

記 録 補 助

第 ２ 分 科 会

A V

記 録 補 助

第 ２ 分 科 会 記 録

上
久

保
松

嶺
平

井
野

村
西

村
【
１

月
１

９
日

（
金

）
】
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編集部
NO.１

場所

担当者 カメラ レコーダー ビデオ 記録 備考

1 松本　貞治

〇
デジカメ

○
音の良く
拾える場
所に設置

○
データを松本
のSSDに移
す。

2 風間　拓也

　 ○
定点撮影
音の拾える場
所にて

１月１７日（水） １４：００～１６：００

研究部会 ２F　比叡

14:00～16:00
【２F比叡】

場所・時間

・ビデオカメラ・
三脚・延長コード
（各１：風間）

・レコーダー・
デジカメ・SSD
（各１：松本）

メモ用紙・筆記用
具

（松本・廻間）
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編集部
NO.２

場所

担当者 カメラ レコーダー ビデオ 記録 備考

1
風間　拓也
松本　貞治
上久保　聖

〇上久保
デジカメ

○風間
音の良く拾
える場所に
設置

〇風間・松本
定点カメラ２
台で、
①発表者
②スクリーン
を撮影

○松本
①文字起こしをする。
（データを松本SDDに保存）
②講演内容をまとめる。
　　　（下記※１参考）

2 風間　拓也

コーディネーター【森脇】
氏の発言・総括を担当
①発言まとめ(※２参考)
②文字起こし→松本SDDに

3 原田　鉄兵

コーディネーター【大村】
氏の発言・総括を担当
①発言まとめ(※３参考)
②文字起こし→松本SDDに

4 中坊　千穂

コーディネーター【高岡】
氏の発言・総括を担当
①発言まとめ(※３参考)
②文字起こし→松本SDDに

5 小倉　史

コーディネーター【平野】
氏の発言・総括を担当
①発言まとめ(※３参考)
②文字起こし→松本SDDに

6 中村　拓

コーディネーター【榎本】
氏の発言・総括を担当
①発言まとめ(※３参考)
②文字起こし→松本SDDに

　山口大会参考
※１
【こどもが、社会を持ち上げる】を合言葉に、指導者保護者とともに、こどもたちの成長が加速する三位一体のスポーツ環境づくりを進めているス
ポーツには、人生を豊かにする力があるという大前提を共有した後、 こどもたちの生涯運動習慣の獲得に繋がる指導方法の整理となることを目的とし
て、大きく3つのテーマに沿って、講演が始まった。1 生涯の運動実践率を上げるために “スポーツは楽しい” を育むこと、2、大きな課題は結果を
最優先に考える思考の蔓延 飛躍を最優先とすること、・3 飛躍を最優先にした環境づくりのための3つの実践について、 科学的な知見や演者のこれま
での実践事例を紹介した。結論として、①豊かなスポーツライフを支援する上で、スポーツを好きになる環境づくりが必要不可欠であること、②結果
を最優先に考える思考の蔓延から脱却し、飛躍や成長を最優先の評価基準にする文化の構築、③選手の理想の状態のイメージを促し、 飛躍を支援する
関わり方が競技力向上と豊かなスポーツライフの両立を可能にする。今回の講演会をとおして、多くの指導者は、自身の考え方や認識、指導方法を見
直すきっかけを得ることができた。結果を最優先とした指導や計画性のない育成方針では、こどもたちの成長を妨げるだけでなく、スポーツ嫌いを生
み出す大きな要因であることが理解できたはずである。 今回紹介されたチームUSAの楽しいを原動力に飛躍を促していくなどの育成戦略等を参考と
し、 指導者はそれぞれの立場や関わるこどもの発達段階に応じて指導に携わっていくことで、スポーツ好きが増え、こどもたち一人ひとりの豊かなス
ポーツライフが実現されることを期待している。

※２
□総括
(瀬尾) これからの運動部活動が持続可能な活動となるためには、『ひと』 『組織』 の両面から、 課題と向き合っていかなければならない。 スポー
ツを 「する」 側である子ども達には、一人ひとりが抱える多様なスポーツニーズが存在する。 地域によっては少子化の影響から、 実施したいス
ポーツ種目が運動部活動として展開されておらず、別の部活動への所属を余儀なくれている子ども達がいることも実態としてある。中学生の子ども達
にとって相応しいスポーツ環境の整備に着手しなければならない時期に来ているということだと思うが、これらの事柄は、学校や地域だけで解決でき
るものでは到底ない。 もちろん指導者の育成や確保もそうであるが、 運動部活動が地域移行された後の受益者負担やリスクに対する責任の所在な
ど、 運営主体に係る負担や課題は大きくなると考えられる。 私個人として懸念する点は、 受益者負担によってスポーツ格差が生まれないかというこ
とを心配している。 運動やスポーツに対してそれぞれの興味や関心に応じ、 自発性の下にスポーツ活動に参画できる環境が整備されるためには、学
校や地域をはじめ、行政や民間団体等、 そして中体連組織が一体となって議論していく必要があると思う。子ども達が運動やスポーツに触れること
は、 心身の健康だけでなく人格形成の意味合いにおいても有益であることは言うまでもない。 子ども達にとってよりよいスポーツ環境が様々な人や
組織によって今後整備されることを期待する。

※３
○指導者について
(藤井) どのような人材が考えられ、 人材の確保・育成については、 競技団体や協会、地域スポーツ運営団体、 総合型地域スポーツクラブ、 文化団
体、企業、 これまで部活の指導にあたってこられた退職教員、各自治体等の人材バンクなど様々な方法が考えられるのではないだろうか。 また、 ス
ポーツ少年団の延長も考えられる。地域部活動となっても、子ども達の指導にあたりたいと思っている教員はいる。 自分が住む地域の学校、子どもさ
んが通っている学校の地域の指導者として活動することは可能である。ただ、本事業の2つめの主旨である、学校の働き方改革を進めていくにあたって
は、 「教師が部活動の指導に携わる必要がない環境を構築する」 とあるように、教師の活用はあくまでも個人の意思での活動とするものであり、地
域や保護者の要望で、 希望しない教師を学校から地域部活動指導員として出すようなことになれば、 指導者としての立場が変わっただけで、働き方
は現在の状況と何も変わらないことになってしまうので注意が必要だ。

１月１８日（木） １２：４５～１６：５０

開会行事・講演・シンポジウム ２F 平安

場所・時間

開会行事・講
演

12:45
～

14:45

シンポジウム
15：00

～
16：50

〇上久保
デジカメ

○松嶺
音の良く拾
える場所に
設置

○野村・風
間
定点カメラ
２台で、
①コーディ
ネーター
②シンポジ
ストを撮影

・ビデオカメラ２・三
脚２(松本・風間)

・ボイスレコーダー１
（風間）

・ドラムコード２
（松本・風間）

・デジカメ１
（上久保）

メモ用紙・筆記用具
（各自）
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編集部
NO.３

場所

担当者 カメラ レコーダー ビデオ 記録 記録補助

1
上久保　聖
鹿野　恭平

①上久保
デジカメ

○上久保
音の良く拾
える場所に
設置

○上久保
定点撮影
音の拾える場
所にて

○鹿野
※１を参考に、各県
参加者からでた意見
をまとめる。

〇上久保
※２を参考に、指導
助言者の発言をまと
める。

2
松嶺　宰

田川　穂高

②松嶺
デジカメ

○松嶺
音の良く拾
える場所に
設置

○松嶺
定点撮影
音の拾える場
所にて

○田川
※１を参考に、
（例）の要領で各県
参加者からでた意見
をまとめる。

〇松嶺
※２を参考に、指導
助言者の発言をまと
める。

3
平井　亮二
永井　伸樹

③平井
デジカメ

○平井
音の良く拾
える場所に
設置

○平井
定点撮影
音の拾える場
所にて

○永井
※１を参考に、
（例）の要領で各県
参加者からでた意見
をまとめる。

〇平井
※２を参考に、指導
助言者の発言をまと
める。

4
野村　真司
西村　克人

④野村
デジカメ

○野村
音の良く拾
える場所に
設置

○野村
定点撮影
音の拾える場
所にて

○西村
※１を参考に、
（例）の要領で各県
参加者からでた意見
をまとめる。

〇野村
※２を参考に、指導
助言者の発言をまと
める。

■記録

○発言者 ①都道府県名　②氏名（名簿で確認）

○発言内容 概要（箇条書き）　

○まとめ

　→主担当がチェックし、2/2(金)までに松本にデータ提出

（参加者の意見、助言者発言、写真、音声、動画）

■録音

■静止画・動画

第１分科会
【平安①】

第２分科会
【平安②】

第３分科会
【平安③】

第４分科会
【朱雀】

○静止画→大会報告書に活用　２枚連写で撮影

○動画（定点撮影）

※１
【長崎県 濱崎 大輔】
中体連主催大会は教育の一環として大変意義深い。 令和5年度以降、地域移行が進んでいく中で、そもそも中体連主催大会が運営できる
のか大きな不安を抱えている。 今後益々予算が削減される可能性があるので、運営の簡素化を視野に入れた対応が必要である。

【青森県 小関 征克】
県大会で総合開会式を行っていたが、 今後の選手の参集の仕方、 応援生徒の活かし方等、 どうあるべきか検討をしている。 今後部活
動指導員が増えてきたときに、大会運営スタッフをどのような形で補っていくか、どこまで関わっていただけるのか等、今後の検討課題
である。

※２
当面する運動部活動の諸課題について貴重な取組の発表、 感謝申し上げます。静岡県中体連の加茂雅章先生から静岡市が取り組んでい
るエリア型部活動の提案を行っていただきました。 子供たちにとって有意義かつ持続可能な部活動のシステム構築に向けた合同部活動
(拠点校方式) であり、 距離的優位な近隣に中学校が複数設置されていることや、 子供たちの活動保障と先生方の負担軽減へ向けた都
市型のアイデアであり、メリットデメリット等の発表や実践を紹介いただきました。このような取組や実践が広がることで、本連盟の合
同チームによる大会参加規定等の工夫が検討されていくものであろうと感じました。都市型地域やそうでない地域を含め、それぞれの地
域に合った取組の工夫に向け、たいへん有意義な発表でした。宮城県中体連の櫻井直樹先生から宮城県中体連の在り方に向けた提案 (働
き方改革への対応) を行っていただきました。 種々の課題がある中安定した大会運営体制のために出場チーム数の削減、そこに係る中
総体の再編や出場基準の見直し、 延いては郡市地区中体連の再編等の取組を紹介いただき、 また出場基準の変更見直しについては、地
区間 ・ 競技間 男女間の出場平等性を担保した大会となるよう取り組まれ、 子供たちの活動を保障していくための工夫を示されまし
た。 これらの取組の中で合意形成をキーワードに進められたことは、他都道府県中体連にとっても参考となる意味深い発表でした。

所定の用紙に手書きでメモし、PCでまとめたデータを１週間以内に主担当に提出

○声が明瞭に録音できる机に設置する。

○レコーダー電源を入れること，切ることを行う。

１月１９日（金） ９：００～１１：３０

分科会 ２F　平安①②③、朱雀 

場所・時間
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記録者　氏名

～

名称
(例)講演会　シンポジウム

場所

月 日 曜

発言者
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～

名称 場所

月 日 曜

番号
氏　名

（都道府県） 内容 概要（箇条書き）

記録者　氏名
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例

質問 ● 該当する学校数は？　割合（％）？　経費？

感想 ● 自分の県と同じで，問題解決中。

実態 ● 福岡県の令和３年度の実態は，◇◇◇◇です。

意見 ● 教育委員会が，△△△△として対応すると良い！

曜 　　:　 ～ :

名称 第１分科会 場所

1 月 18 日 木

記録者　氏名 ○○　○○（○○中）

番号
氏　名

（都道府県） 内容 概要（箇条書き）

福岡　太郎

1

福岡県

提出について

全てのデータを松本まで提出

★データの種類

①音声・②動画・③静止画④文字おこし・⑤報告書掲載

★提出方法

・当日提出（上記①～④）：AirDrop・USB等のメディア

等

・後日提出（上記⑤）：下記のアドレスに提出（1/26〆

切）

ma-sadaharu-20@kyoto-

be.ne.jp

データ名は【日付（４桁）▯内容▯データ種類】で統一

例）「0118 シンポジウム 音声」

「0119 分科会３ 報告書掲載」
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第〇分科会 

第〇分科会 テーマ 

「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」 

【指導助言者】 

（公財）日本中学校体育連盟 副会長 〇〇〇〇 

〇〇〇中学校体育連盟 〇〇  〇〇〇〇 

【司会者】 

 〇〇〇中学校体育連盟 〇〇  〇〇〇〇 

【運営責任者】 

 京都大会実行委員会 副会長  〇〇〇〇 

【提案内容】 

 ①「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

～〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇～」 

〇〇〇中学校体育連盟 〇〇〇 
〇〇〇〇中学校 〇〇〇〇〇 

〇提案趣旨 
 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

②「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

～〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇～」 

〇〇〇中学校体育連盟 〇〇〇 

〇〇〇〇中学校 〇〇〇〇〇 

〇提案趣旨 
 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

③ 紙上発表 

「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」 

〇〇〇中学校体育連盟 〇〇〇 
〇〇〇〇中学校 〇〇〇〇〇 

〇提案趣旨 
 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
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NO. 所属中体連 氏　　名 分科会 備　考 NO. 所属中体連 氏　　名 分科会 備　考

1 北海道 吉本　 浩志 3 41 福島県 佐々木 信広 3

2 北海道 田中　 貴博 3 42 茨城県 直江    良雄 1

3 北海道 島田　 誠太 3 43 茨城県 砂田    和広 1

4 北海道 三根 貫太郎 3 第３分科会発表者 44 茨城県 鎮目    英俊 1 第1分科会発表者　 代理

5 北海道 安榮　 大和 3 45 茨城県 佐藤    貴久 1

6 北海道 中村　 拓人 2 46 栃木県 後藤    知行 3

7 青森県 塩谷　    貴 4 47 栃木県 橋本    真己 1

8 青森県 澤田　 孝賴 1 48 栃木県 薄       武郎 4

9 青森県 小関　 征克 1 49 栃木県 鈴木    智喜 4

10 青森県 鈴木　 稔也 2 50 群馬県 齋藤    大輔 3

11 青森県 白川　 遼介 4 51 群馬県 齊藤    秀夫 1

12 青森県 佐々木 敏文 3 52 群馬県 奥田    尚之 3

13 青森県 工藤　 慎治 3 53 埼玉県 猿橋    武司 1

14 岩手県 橋場　 中士 1 54 埼玉県 内田    健二 1

15 岩手県 小林　 　 智 4 55 埼玉県 塚本    直樹 4

16 岩手県 江六前 仁史 3 56 埼玉県 小澤    幸康 3

17 岩手県 生駒　 大輔 2 57 埼玉県 千葉    啓太 2

18 岩手県 工藤　  聖士 4 58 埼玉県 河村    宏美 1

19 岩手県 村松 　   昂 3 59 埼玉県 浅野    克裕 3

20 岩手県 小野　 甚市 1 60 埼玉県 新井    克仁 4

21 宮城県 洞口   　 乃 1 61 千葉県 加藤       寛 1

22 宮城県 菅原　 芳樹 1 62 千葉県 滝口    健二 1

23 宮城県 千葉　 康弘 2 63 千葉県 大目    智志 1

24 宮城県 櫻井　 直樹 4 64 千葉県 藤田    喜治 1

25 宮城県 長谷川 哲也 3 65 東京都 池田　 浩二 4

26 秋田県 佐々木 正宜 2 66 東京都 牧野　 英一 3

27 秋田県 福山　 健太 2 67 東京都 萩原 　憲一 4

28 秋田県 成田 裕一郎 2 第２分科会発表者 68 東京都 宮崎　 敏行 3

29 秋田県 鎌田　 祐輔 2 第２分科会発表者 69 東京都 大塚　洋一 4

30 秋田県 佐原　 賢一 2 70 東京都 平本　浩実 4

31 山形県 三澤　 珠栄 4 71 東京都 五十嵐 博文 2

32 山形県 坂上　 一美 3 72 東京都 廣村 菜穂子 2

33 山形県 大友　 信昭 1 73 東京都 東野 真伊子 2

34 山形県 大山　 昌彦 1 74 神奈川県 角田    直人 1

35 山形県 熱海　 俊和 1 75 神奈川県 後藤    建人 1

36 山形県 佐原　    満 1 76 神奈川県 根岸    澄朗 2

37 山形県 伊藤　 重和 2 77 神奈川県 安藤   信二 3

38 福島県 馬場　 廣明 1 78 神奈川県 里倉    徹哉 4

39 福島県 田中　 信次 2 79 山梨県 菅谷       信 1

40 福島県 大竹  　  学 4 80 山梨県 秋山    知洋 1
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NO. 所属中体連 氏　　名 分科会 備　考 NO. 所属中体連 氏　　名 分科会 備　考

81 長野県 田中    耕史 1 121 愛知県 吉見   勇人 2

82 長野県 赤羽   徹郎 1 122 愛知県 成田   佳彦 2

83 長野県 矢島   大輝 4 123 愛知県 三山   直彦 2 第２分科会発表者

84 長野県 北原   裕樹 2 124 愛知県 江嵜　浩央 3

85 長野県 山本   一博 3 125 三重県 八尾   晃二 1

86 新潟県 山下    大輔 2 126 三重県 北村   浩久 2

87 新潟県 阿部       修 1 127 三重県 辻村   鉄也 3

88 新潟県 渡邊       譲 2 128 三重県 野村   知広 4

89 富山県 海口　碧大 3 129 三重県 奥山   真司 3

90 富山県 廣瀬    翔平 3 130 三重県 水谷   悠貴 2

91 石川県 白井    達也 1 131 三重県 城口   直紀 3

92 石川県 可長    俊太 2 132 滋賀県 髙田　　毅 2 第２分科会助言者

93 石川県 上森    範人 4 133 滋賀県 森　　   寛 2 第２分科会司会者

94 石川県 吉本       祐 1 第１分科会発表者 134 滋賀県 川原       岳 2

95 石川県 松本    健聖 2 135 滋賀県 貝原    俊樹 3

96 石川県 伊藤    達耶 1 136 滋賀県 佐野        将 4

97 石川県 宮﨑    勝文 3 137 滋賀県 吉野     史織 4

98 石川県 籔根    智行 3 138 大阪 島原 真由美 2

99 石川県 菅谷    吉麿 2 139 大阪 林     憲治郎 4 第４分科会司会者

100 石川県 吉村 あゆみ 1 140 大阪 西田     知浩 4 第４分科会助言者

101 石川県 三浦    隆則 1 141 大阪 副田     美臣 4

102 福井県 江端     達也 4 142 大阪 坂垣     友裕 3

103 福井県 小林     孝史 3 143 大阪 酒井     睦美 1

104 福井県 安本     桂樹 4 144 大阪 渡部    千絵 2

105 福井県 林        裕樹 4 145 大阪 中曽    一彦 4

106 静岡県 竹内     哲雄 1 146 大阪 渡辺     隆明 1

107 静岡県 長澤      滋文 1 147 大阪 廣山  真由美 4

108 静岡県 杉山        肇 3 148 大阪 大橋     敏宏 4

109 静岡県 須永     侑樹 1 149 大阪府 出雲井  尊行

110 静岡県 小長谷     忍 3 150 大阪府 高本　  慎一

111 静岡県 越    玄二郎 3 151 大阪府 古澤 　 　晃

112 静岡県 金丸     真人 4 152 大阪府 宮前　  勇志

113 静岡県 稲村     一紀 4 153 大阪府 太田　  舜人

114 静岡県 岡本     雅康 2 154 兵庫県 由良  登志行 1

115 静岡県 山下     憲一 2 155 兵庫県 角南        寬 1 第１分科会助言者

116 静岡県 柞山     久典 2 156 兵庫県 髙尾     賢司 1 第１分科会司会者

117 岐阜県 高田     樹宜 2 157 兵庫県 大槻     隆浩 1

118 岐阜県 古田     隆洋 2 158 兵庫県 梅本     賢治 1

119 愛知県 小山     智幸 3 159 兵庫県 守本     慎司 1

120 愛知県 山﨑     喜一 2 160 兵庫県 谷口     竜平 2
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NO. 所属中体連 氏　　名 分科会 備　考 NO. 所属中体連 氏　　名 分科会 備　考

161 兵庫県 足立     良輔 3 201 山口県 髙尾  勇一郎 3

162 兵庫県 村崎　和幸 3 202 山口県 松野下 　 真 3

163 奈良県 長谷      豊 1 203 山口県 柴崎      誠二 3

164 奈良県 楢原   祥弘 4 204 山口県 永久         剛 3

165 奈良県 鶴川   純平 3 205 山口県 中尾      嘉宏 3

166 奈良県 川本   定義 2 206 山口県 土田      淳一 3

167 和歌山県 𠮷川　    豊 3 第３分科会助言者 207 徳島県 賀好      行彦 4

168 和歌山県 溝渕　 俊二 3 第３分科会司会者 208 徳島県 近藤  俊一郎 4 第４分科会発表者

169 和歌山県 梅本    将志 3 209 徳島県 澤口     博之 4

170 京都府 坂部　裕哉 4 210 徳島県 敷田  浩一郎 4

171 京都府 杉本　　翼 1 211 徳島県 兼松　佳史 1

172 京都府 藤原　英一 1 212 香川県 冨田     武志 3

173 京都府 大村　　優 4 213 香川県 小前     宏彰 3

174 鳥取県 坂田  光史郞 1 214 香川県 大荒     恵太 3

175 鳥取県 伊藤     賢二 4 215 香川県 岡部     洋明 2

176 鳥取県 上杉     謙太 2 216 香川県 和田     泰紀 2

177 島根県 加地       真 2 217 香川県 神髙     侑子 2

178 島根県 柏木    裕至 2 218 高知県 池田     雄幸 4

179 島根県 安達    正治 3 219 高知県 佐賀     厚幸 4

180 島根県 西村       淳 4 220 高知県 武田     和久 4

181 島根県 谷口    一真 4 221 高知県 伊藤     徳章 4

182 島根県 兼折    彰泰 3 222 愛媛県 松浪　  健二 1

183 島根県 泉       祐司 1 223 愛媛県 池内 　 裕紀 1

184 島根県 中島    秀和 1 224 愛媛県 河邉  あゆみ 1

185 岡山県 安田    洋章 3 225 愛媛県 小笠原　洋司 1

186 岡山県 那須    拓孝 3 226 福岡県 野口     修司 1

187 岡山県 山地    美秀 3 第３分科会発表会 227 福岡県 奥村    彰啓 2

188 岡山県 友末　修三 4 228 福岡県 木村 慶太郎 3

189 岡山県 倉本　利久 1 229 福岡県 八重岡 武士 4

190 岡山県 大東　秀一 3 230 福岡県 石井     洋安 1

191 岡山県 細川　哲史 1 231 佐賀県 小林        久 4

192 岡山県 松崎　　晃 1 232 佐賀県 吉田        聖 1

193 岡山県 野口　正行 4 233 佐賀県 古賀     健祐 2

194 広島県 村井    康敏 4 234 佐賀県 浦寺     翔太 3

195 広島県 広田    淳也 3 235 佐賀県 吉木     優貴 3

196 広島県 林       裕貴 2 236 長崎県 修行     勝則 4

197 広島県 川本       宏 1 237 長崎県 平間     恵一 2

198 広島県 宮武     弘樹 1 238 長崎県 山村     利行 3

199 広島県 瀧口     崇志 4 239 長崎県 末川  宗一郎 1

200 広島県 夏木        誠 3 240 長崎県 濵崎     大輔 4
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NO. 所属中体連 氏　　名 分科会 備　考 NO. 所属中体連 氏　　名 分科会 備　考

241 長崎県 白丸     邦昭 2

242 長崎県 中尾     賢志 3

243 長崎県 佐藤     俊介 1

244 熊本県 澤田     和宏 4

245 大分県 園田    啓助 3

246 大分県 西川    幸宏 3

247 大分県 濵﨑     憲司 3

248 大分県 中尾      香織 3

249 大分県 藤田     裕城 3

250 宮崎県 西田     英司 3

251 宮崎県 椎葉     良慈 1

252 宮崎県 河上    健悟 2

253 宮崎県 古川    康二 4

254 宮崎県 島田     亮介 4

255 宮崎県 佐藤    雄太 4 第４分科会発表者

256 鹿児島県 村岡    潤一 4

257 鹿児島県 前田     伸行 4

258 鹿児島県 小松    将大 3

259 沖縄県 平良       亮 1

260 沖縄県 津波古    要 2

261 沖縄県 新里    直樹 3

262 沖縄県 新垣    泰司 3

263 沖縄県 仲本    英基 1

264 沖縄県 具志     吉正 2
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